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1　  川口遺跡（天塩町）
2 　 天塩厳島神社（天塩町）
3 　 天塩川歴史資料館（天塩町）
4 　 テシホ場所運上屋跡（天塩町）
5 　 天塩駅逓跡（天塩町）
6 　 遠別町郷土資料館（遠別町）
7 　 遠別水稲発祥之碑（遠別町）
8 　 初山別村簡易郷土資料館（初山別村）
9　  金比羅神社（初山別村）
10　旧小納家住宅
      （羽幌町焼尻郷土館）（焼尻島）
11　白浜海岸（焼尻島）
12　焼尻厳島神社（焼尻島）
13　羽幌町郷土資料館（羽幌町）
14　苫前神社の灯篭（苫前町）
15　苫前町郷土資料館（苫前町）
16　庄内藩トママイ場所陣屋跡碑（苫前町）
17　苫前町水田発祥の地碑（苫前町）
18　三毛別羆事件復元地（苫前町）

31　天塩川踏査宿泊地サコカイシ（天塩町）
32　松浦武四郎像（天塩町）
33　トママイ場所運上屋跡碑（苫前町）
34　松浦武四郎像（小平町）

歴史に触れるルート

松浦武四郎ルート

38　旧池田家番屋（天売島）
39　旧藤田家番屋（小平町）
40　旧花田家番屋（小平町）
41　旧留萌佐賀家漁場（留萌市）
42　関家番屋（留萌市）
43　旧田中家出張番屋（増毛町）
44　旧石田家番屋（増毛町）
45　千石蔵（増毛町）
46　旧伊達家第二番屋（増毛町）
47　旧高橋家番屋（増毛町）
G 　にしん街道標柱（稚内市）
H 　旧白鳥家番屋（石狩市はまます
　　郷土資料館）（石狩市）
I 　 にしん御殿 小樽 貴賓館
　　（旧青山別邸）（小樽市）

鰊街道ルート

19　道の駅おびら鰊番屋歴史文化
　　保存展示ホール（小平町）
20　黄金岬の日和山烽火台跡（留萌市）
21　海のふるさと館（常設展示室）（留萌市）
22　五十嵐億太郎像・顕彰碑（留萌市）
23　増毛の歴史的建物群（増毛町）
24　旧商家丸一本間家（増毛町）
25　国稀酒造（増毛町）
26　増毛厳島神社（増毛町）
27　旧増毛小学校（増毛町）
28　元陣屋（総合交流促進施設）（増毛町）
29　秋田藩元陣屋第二台場跡（増毛町）
30　増毛山道（増毛町・石狩市）
A　 豊富町兜沼郷土資料室（豊富町）
B　 豊富町郷土資料室（豊富町）
C　 幌延町郷土資料館（幌延町）
D　 石狩市はまます郷土資料館
 　　（旧白鳥家番屋）（石狩市）
E　 北海道博物館（札幌市）

26P

28P

24P

48　築別坑貯炭場（ホッパー）跡（羽幌町）
49　太陽小学校跡（羽幌町）
50　曙小学校跡（羽幌町）
51　羽幌本坑運搬立坑跡（羽幌町）
52　上羽幌坑索道貯炭場跡（羽幌町）
53　天塩炭礦ホッパー跡（小平町）
54　吉住炭鉱（小平町）
55　北海道人造石油研究所棟（留萌市）
56　大和田炭鉱跡（留萌市）
J　  日曹炭鉱跡（豊富町）
K 　羽幌炭砿鉄道築別川橋梁群（羽幌町）
L 　 留萠鉄道本社社屋跡（沼田町）
M 　沼田町炭鉱資料館
　　（ふるさと資料館分館）（沼田町）
N 　蒸気機関車クラウス15号（沼田町）
O　 浅野炭鉱跡、明治炭鉱跡（沼田町）
P 　大五ビルヂング（札幌市）

炭鉱遺産ルート 30P

35　臼谷弁財天碑（小平町）
36　松浦武四郎踏査の地碑（留萌市）
37　松浦武四郎信砂越えの地碑（増毛町）
F　  北海道命名之地（音威子府村）
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数々の遺跡や名所、旧跡でその記憶に触れることができる。
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1　  川口遺跡（天塩町）
2 　 天塩厳島神社（天塩町）
3 　 天塩川歴史資料館（天塩町）
4 　 テシホ場所運上屋跡（天塩町）
5 　 天塩駅逓跡（天塩町）
6 　 遠別町郷土資料館（遠別町）
7 　 遠別水稲発祥之碑（遠別町）
8 　 初山別村簡易郷土資料館（初山別村）
9　  金比羅神社（初山別村）
10　旧小納家住宅
      （羽幌町焼尻郷土館）（焼尻島）
11　白浜海岸（焼尻島）
12　焼尻厳島神社（焼尻島）
13　羽幌町郷土資料館（羽幌町）
14　苫前神社の灯篭（苫前町）
15　苫前町郷土資料館（苫前町）
16　庄内藩トママイ場所陣屋跡碑（苫前町）
17　苫前町水田発祥の地碑（苫前町）
18　三毛別羆事件復元地（苫前町）

31　天塩川踏査宿泊地サコカイシ（天塩町）
32　松浦武四郎像（天塩町）
33　トママイ場所運上屋跡碑（苫前町）
34　松浦武四郎像（小平町）

歴史に触れるルート

松浦武四郎ルート

38　旧池田家番屋（天売島）
39　旧藤田家番屋（小平町）
40　旧花田家番屋（小平町）
41　旧留萌佐賀家漁場（留萌市）
42　関家番屋（留萌市）
43　旧田中家出張番屋（増毛町）
44　旧石田家番屋（増毛町）
45　千石蔵（増毛町）
46　旧伊達家第二番屋（増毛町）
47　旧高橋家番屋（増毛町）
G 　にしん街道標柱（稚内市）
H 　旧白鳥家番屋（石狩市はまます
　　郷土資料館）（石狩市）
I 　 にしん御殿 小樽 貴賓館
　　（旧青山別邸）（小樽市）

鰊街道ルート

19　道の駅おびら鰊番屋歴史文化
　　保存展示ホール（小平町）
20　黄金岬の日和山烽火台跡（留萌市）
21　海のふるさと館（常設展示室）（留萌市）
22　五十嵐億太郎像・顕彰碑（留萌市）
23　増毛の歴史的建物群（増毛町）
24　旧商家丸一本間家（増毛町）
25　国稀酒造（増毛町）
26　増毛厳島神社（増毛町）
27　旧増毛小学校（増毛町）
28　元陣屋（総合交流促進施設）（増毛町）
29　秋田藩元陣屋第二台場跡（増毛町）
30　増毛山道（増毛町・石狩市）
A　 豊富町兜沼郷土資料室（豊富町）
B　 豊富町郷土資料室（豊富町）
C　 幌延町郷土資料館（幌延町）
D　 石狩市はまます郷土資料館
 　　（旧白鳥家番屋）（石狩市）
E　 北海道博物館（札幌市）

26P

28P

24P

48　築別坑貯炭場（ホッパー）跡（羽幌町）
49　太陽小学校跡（羽幌町）
50　曙小学校跡（羽幌町）
51　羽幌本坑運搬立坑跡（羽幌町）
52　上羽幌坑索道貯炭場跡（羽幌町）
53　天塩炭礦ホッパー跡（小平町）
54　吉住炭鉱（小平町）
55　北海道人造石油研究所棟（留萌市）
56　大和田炭鉱跡（留萌市）
J　  日曹炭鉱跡（豊富町）
K 　羽幌炭砿鉄道築別川橋梁群（羽幌町）
L 　 留萠鉄道本社社屋跡（沼田町）
M 　沼田町炭鉱資料館
　　（ふるさと資料館分館）（沼田町）
N 　蒸気機関車クラウス15号（沼田町）
O　 浅野炭鉱跡、明治炭鉱跡（沼田町）
P 　大五ビルヂング（札幌市）

炭鉱遺産ルート 30P

35　臼谷弁財天碑（小平町）
36　松浦武四郎踏査の地碑（留萌市）
37　松浦武四郎信砂越えの地碑（増毛町）
F　  北海道命名之地（音威子府村）
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が
定
住
し
始
め
︑寛
延
3︵
1
7
5
0
︶年

に
は
村
山
傳
兵
衛
が
場
所
請
負
人
と
し

て
増
毛
や
留
萌
で
場
所
を
経
営
︒千
石
場

所
と
し
て
ニ
シ
ン
漁
に
一
攫
千
金
を
夢

見
た
ヤ
ン
衆
た
ち
の
活
気
を
呼
ぶ
こ
と

に
な
る
︒

江
戸
時
代
後
期
︑幕
府
の
命
で
各
藩
が

北
方
警
備
の
任
に
就
く
な
ど
各
地
で
開

拓
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
た
︒19
世
紀
半
ば
に

幾
度
と
な
く
蝦
夷
地
の
踏
査
に
訪
れ
た

探
険
家・松
浦
武
四
郎
は
︑﹁
西
蝦
夷
日

誌
﹂に
当
時
の
現
地
の
様
子
を
克
明
に
報

告
し
て
い
る
︒

明
治
時
代
に
は
農
業
移
民
の
入
植
と

開
拓
が
本
格
化
︒ま
た
昭
和
に
入
る
と
留

萌
炭
田
の
開
発
が
進
み
︑羽
幌
町
や
小
平

町
な
ど
に
大
規
模
炭
鉱
が
多
数
開
坑
︒人

口
も
急
増
し
︑鉄
道
や
港
の
建
設
な
ど
イ

ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
︑現
代
へ
繋
が
る
礎

が
築
か
れ
て
い
っ
た
︒

こ
れ
ら
歴
史
の
記
憶
は
︑そ
の
多
く
が

今
も
各
地
に
様
々
な
形
で
残
っ
て
い
る
︒

各
時
代
の
記
憶
が
残
る

る
も
い
地
域
の
歴
史
遺
産

先史時代から人々が定住していたとされるるもい地域。アイヌの人々の暮らし、

和人の移入とニシン漁の栄華、明治期の開拓、炭鉱の隆盛、そして現代に至るまでのるもい地域の歴史は、

数々の遺跡や名所、旧跡でその記憶に触れることができる。

る
も
い
地
域 

歴
史
旅
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るもい地域  歴史旅



問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-
4
2

-

0
4
3
5

　
　
　
　
　  

（
留
萌
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

に
初
め
て
上
陸
し
た
地
。か
つ
て
は
記
念

碑
的
な
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
現
地
に
立

ち
、現
在
は
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

天
保
15（
1
8
4
4
）年
、漁
場
を
開

設
し
た
栖
原
家
の
番
人
だ
っ
た
山
田
多

三
郎
が
鳥
居
を
寄
進
し
創
建
さ
れ
た
神

社
。浜
辺
の
弁
天
崎
に
建
て
ら
れ
、そ
の

後
現
在
地
に
移
転
。厳
島
神
社
は
天
売

島
に
も
あ
り
、神
輿
は
る
も
い
地
域
最

大
と
い
わ
れ
る
。

天
明
6（
1
7
8
6
）年
に
天
売
・
焼

尻
、翌
年
に
苫
前
と
留
萌
の
場
所
請
負

人
と
な
っ
た
栖
原
角
兵
衛
の
栖
原
店
か

ら
、文
政
6（
1
8
2
3
）年
に
奉
納
さ

れ
た
灯
篭
。す
ぐ
横
に
あ
る
狛
犬
も
、文

久
4（
1
8
6
4
）年
に
栖
原
店
か
ら
奉

納
さ
れ
た
も
の
。栖
原
店
と
は
、松
前
に

拠
点
を
構
え
て
漁
場
経
営
を
行
い「
北

海
の
豪
商
」と
称
さ
れ
た
和
歌
山
県
出

身
の
商
人
、栖
原
角
兵
衛
の
屋
号
。

川
口
遺
跡
風
景
林
の
中
に
あ
り
、
天
塩

川
沿
岸
の
砂
丘
林
に
幅
2
0
0
m
、
長
さ

1
･
5
㎞
の
範
囲
に
わ
た
り
2
3
0
基
も

の
竪
穴
住
居
群
が
分
布
し
て
い
る
。
続
縄

文
期
、
擦
文
文
化
期
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文 

化

期
の
暮
ら
し
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産
と

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
住
居
が
復
元
さ
れ

て
お
り
周
辺
は
自
然
散
策
も
楽
し
め
る
。

場
所
請
負
人
と
し
て
テ
シ
ホ
や
ト
マ
マ

イ
、ル
ル
モ
ッ
ペ
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
た

松
前
の
豪
商
、6
代
目
栖
原
角
兵
衛
が
、文

化
元（
1
8
0
4
）年
9
月
に
弁
財
天
を

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。現
在

地
へ
は
明
治
42（
1
9
0
9
）年
に
移
転
。

海
産
物
な
ど
の
交
易
を
行
っ
た
場
所
で

あ
る
運
上
屋
の
跡
地
。
寛
政
（
1
7
8
9

〜
1
8
0
0
年
）
の
頃
に
開
設
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
主
に
テ
シ
ホ
場
所
の
事
務
所
や

漁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
に
設
置
さ
れ

た
と
さ
れ
、
駅
逓
が
あ
っ
た
場
所
。
駅
逓

制
度
と
は
、
道
内
辺
境
地
で
の
交
通
補
助

機
関
と
し
て
、
宿
泊
所
や
人
員
及
び
馬
の

取
次
ぎ
、
郵
便
業
務
な
ど
を
担
っ
た
も
の

で
、
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
行
わ
れ
た
。

明
治
34（
1
9
0
1
）年
に
こ
の
地
で
水

稲
栽
培
に
成
功
し
、遠
別
町
の
稲
作
の
起

源
と
な
っ
た
南
山
仁
太
郎
氏
の
功
績
を
称

え
て
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
。ま
た
遠
別
町

の
水
田
が
、日
本
最
北
と
な
っ
て
い
る
。

海
岸
に
流
れ
着
い
た
金
比
羅
さ
ん
の

御
札
を
漁
師
が
海
に
返
し
た
が
、何
度

も
戻
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
お
宮
を
建

立
。そ
れ
以
来
海
難
事
故
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。海
中
鳥

居
が
美
し
く
、る
も
い
地
域
で
有
数
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
と
共
に
呉
服
、雑
貨
商
、郵
便
事

業
を
手
が
け
て
い
た
石
川
県
出
身
の
小

納
家
の
旧
邸
宅
。内
部
に
は
、当
時
の
繁

栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
豪
華
な
造
り
が

見
ら
れ
る
。

鎖
国
中
の
嘉
永
元（
1
8
4
8
）年
、後

に
日
本
初
の
英
語
教
師
と
な
っ
た
ア
メ
リ

カ
人
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
日
本

問い合せ先／
01632-2-1026（天塩町教育委員会）

問い合せ先／0164-53-2306
拝観料／大人300円

問い合せ先／0164-53-3332
（増毛町観光協会）

問い合せ先／01632-2-1036

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
7

-

2
2
1
1

　
　
　
　
　
　
　（
初
山
別
村
役
場
）

問い合せ先／
0164-65-4076

（苫前町公民館）

問い合せ先／ 0164-64-2212
（苫前町企画振興課商工観光係）
開館期間／ 5 月中旬～ 10 月下旬
観覧無料

問い合せ先／01648-2-3392　開館期間／5～9月　
開館時間／9:00～16:00　休館日／期間中はなし　
入館料／大人320円、高校生以下無料

問い合せ先／ 0164-42-0435
（留萌市教育委員会生涯学習課）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
3
2-

2-

2
0
7
1

　
　
　
　
　
　（
天
塩
川
歴
史
資
料
館
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
2

-
6
6
6
6

　
　
　
　
　
　（
羽
幌
町
観
光
協
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
3
2-

7-

2
3
5
3

　
　
　
　
　
　（
遠
別
町
教
育
委
員
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
2

-

6
6
6
6

　
　
　
　
　
　（
羽
幌
町
観
光
協
会
）

1
川
口
遺
跡

天
塩
町
川
口
基
線

2
天
塩
厳
島
神
社

天
塩
町
川
口
基
線
1
2
2
6

-

1

4
テ
シ
ホ
場
所
運
上
屋
跡

天
塩
町
海
岸
通
4
丁
目
3
9
7
5

-

2

5
天
塩
駅
逓
跡

天
塩
町
海
岸
通
2
丁
目
23

-

1

え
き
て
い

7
遠
別
水
稲
発
祥
之
碑

遠
別
町
共
栄

10
旧
小
納
家
住
宅

（
羽
幌
町
焼
尻
郷
土
館
）

羽
幌
町
焼
尻
東
浜
1
8
3

こ

　な

11
白
浜
海
岸

羽
幌
町
焼
尻
白
浜

9
金
比
羅
神
社

初
山
別
村
み
さ
き
台
公
園
階
段
下

12
焼
尻
厳
島
神
社

羽
幌
町
焼
尻
緑
岡
4

14
苫
前
神
社
の
灯
篭

苫
前
町
苫
前 

苫
前
神
社
境
内

16
庄
内
藩
ト
マ
マ
イ
場
所

陣
屋
跡
碑

苫
前
町
香
川

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
5

-

4
0
7
6

　
　
　
　
　
　（
苫
前
町
公
民
館
）

17
苫
前
町
水
田
発
祥
の
地
碑

苫
前
町
香
川

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
5

-

4
0
7
6

　
　
　
　
　
　（
苫
前
町
公
民
館
）

18
三
毛
別
羆
事
件
復
元
地

苫
前
町
三
渓

22
五
十
嵐
億
太
郎
像
・

顕
彰
碑

留
萌
市
礼
受
町 

千
望
台

旧
増
毛
小
学
校

増
毛
町
見
晴
町
1
2
0

23
増
毛
の
歴
史
的
建
物
群

増
毛
町 

増
毛
駅
周
辺

　

26

27

増
毛
厳
島
神
社

増
毛
町
稲
葉
町
3
丁
目
38

29
秋
田
藩
元
陣
屋
第
二
台
場
跡

増
毛
町
別
苅
1

-

1

　

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

5
3

-

3
3
3
2

　
　
　
　
　
　（
増
毛
町
観
光
協
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

5
3

-

2
4
2
7

　
　
　
　
　
　（
増
毛
町
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）

24
旧
商
家
丸
一
本
間
家

増
毛
町
弁
天
町
1
丁
目
27

　

問い合せ先／0164-53-1511　開館期間／4月下旬～11月上旬　
開館時間／10:00～17:00　
休館日／木曜（祝日の場合開館、前日休み。7・8月は無休）　
入館料／大人400円、高校生300円、小中学生200円

25
国
稀
酒
造

増
毛
町
稲
葉
町
1
丁
目
17

るもい地域には、1700年頃に始まった「場所請負制度」により和人が定住して
以降の歴史が多く残されている。先史時代の遺跡も含め、各地に残る先人たち
の記憶を辿ってみよう。

問い合せ先／0164-53-1050　
営業時間／9:00～17:00（酒蔵見学は～16:30）　
休業日／年末年始　入場無料

歴
史
に
触
れ
る
ル
ー
ト

歴史に
触れる
ルート

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

R u m o i  A r e a

J o u r n e yH i s t o r y安
政
6（
1
8
5
9
）年
、蝦
夷
地
警
護

を
命
じ
ら
れ
た
庄
内
藩
が
陣
屋
を
構
え

た
跡
地
。後
に「
ア
ツ
シ
判
官
」と
呼
ば
れ

た
開
拓
判
官
、戸
田
荘
十
郎（
松
本
十
郎
）

も
父
と
共
に
在
勤
し
て
い
た
。

岩
手
県
出
身
の
開
拓
者
、藤
田
万
助
翁

が
幾
多
の
困
難
の
末
に
明
治
17

（
1
8
8
4
）年
に
こ
の
地
で
稲
作
に
成

功
さ
せ
た
功
績
を
称
え
て
建
て
ら
れ
た

記
念
碑
。

大
正
4（
1
9
1
5
）年
12
月
、開
拓

移
民
10
人
が
体
重
3
４
0
㎏
も
の
巨
大

な
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
殺
傷
さ
れ
た
、日

本
獣
害
史
上
最
悪
の
惨
事
が
起
っ
た
。

当
時
の
様
子
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
留
萌
川
河
口
は
北
前
船
の
寄
港

地
で
あ
り
、夜
間
の
目
印
で
あ
る
烽
火
台
が

黄
金
岬
の
高
台
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。「
海

の
ふ
る
さ
と
館
」横
の
広
場
に
跡
が
残
り
、

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

る
も
い
地
域
で
随
一
の
資
産
家
だ
っ
た

五
十
嵐
綱
治
の
養
子
と
な
っ
た
五
十
嵐
億

太
郎
。父
の
意
思
を
継
い
で
明
治
〜
昭
和
期

に
留
萌
の
港
湾
建
設
や
鉄
道
敷
設
な
ど
に

尽
力
し「
留
萌
発
展
の
父
」と
言
わ
れ
た
。

増
毛
駅
周
辺
に
は
、明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
木
造
3
階
建
て
の

「
富
田
屋
旅
館
」ほ
か
の
歴
史
的
な
建
造
物

が
多
く
残
り
、映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

使
用
さ
れ
た
。北
海
道
遺
産
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
。

明
治
時
代「
天
塩
國
随
一
の
豪
商
」と
呼

ば
れ
た
佐
渡
出
身
の
本
間
泰
蔵
が
、約
20
年

の
歳
月
を
か
け
建
築
し
た
町
屋
様
式
の
豪
華

な
建
物
。内
部
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ニ
シ
ン
漁
や
呉
服
な
ど
多
角
経
営
を
し

た
本
間
家
が
明
治
15（
1
8
8
2
）年
に
創

業
し
た
、日
本
最
北
の
酒
蔵
。工
場
と
酒
蔵

の
一
部
は
完
成
当
時
の
ま
ま
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　
宝
暦
3（
1
7
5
3
）年
、場
所
請
負
人
の

村
山
傳
兵
衛
が
運
上
屋
の
守
護
と
し
て
弁

天
社
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。技

術
の
粋
を
集
め
た
彫
刻
や
拝
殿
の
天
井
画
、

北
前
船
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
奉
納
絵

馬
な
ど
、芸
術
的
な
価
値
も
高
い
。本
殿
の

拝
観
は
2
〜
3
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

昭
和
11（
1
9
3
6
）年
に
建
て
ら
れ
、現

存
す
る
道
内
最
大
最
古
の
木
造
校
舎
と
し

て
平
成
24（
2
0
1
2
）年
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
。木
造
ト
ラ
ス
工
法
で
作
ら
れ
た
体
育

館
は
見
事
の
ひ
と
言
。当
時
の
ニ
シ
ン
漁
の

網
元
た
ち
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

特
別
公
開
時
以
外
は
内
部
は
非
公
開
。

幕
府
の
命
で
増
毛
に
陣
屋
を
置
き
北
方

警
護
に
あ
た
っ
た
秋
田
藩
が
、暑
寒
別
川
河

口
の
高
台
に
設
置
し
た
砲
台
跡
。和
製
大
砲

の
レ
プ
リ
カ
が
置
か
れ
て
い
る
。第
一
台
場

は
旧
増
毛
駅
裏
手
の
高
台
に
あ
っ
た
。

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
3
2-

2-

2
0
7
1

　
　
　
　
　
　（
天
塩
川
歴
史
資
料
館
）

川口遺跡（天塩町）1
天塩厳島神社（天塩町）2

旧小納家住宅（焼尻島）10

三毛別羆事件復元地（苫前町）18

苫前町水田発祥の地碑（苫前町）17

黄金岬の日和山烽火台跡（留萌市）20

五十嵐億太郎像・顕彰碑（留萌市）22

旧商家丸一本間家（増毛町）24

国稀酒造（増毛町）25

増毛厳島神社（増毛町）26旧増毛小学校（増毛町）27
苫前神社の灯篭（苫前町）14

20
黄
金
岬
の

日
和
山
烽
火
台
跡

留
萌
市
大
町
2
丁
目
3

-
1

国 …国指定文化財・史跡 道 …北海道指定文化財・史跡 自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

国

道

自

…各自治体指定文化財・史跡

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-
4
2

-

0
4
3
5

　
　
　
　
　  

（
留
萌
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

に
初
め
て
上
陸
し
た
地
。か
つ
て
は
記
念

碑
的
な
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
現
地
に
立

ち
、現
在
は
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

天
保
15（
1
8
4
4
）年
、漁
場
を
開

設
し
た
栖
原
家
の
番
人
だ
っ
た
山
田
多

三
郎
が
鳥
居
を
寄
進
し
創
建
さ
れ
た
神

社
。浜
辺
の
弁
天
崎
に
建
て
ら
れ
、そ
の

後
現
在
地
に
移
転
。厳
島
神
社
は
天
売

島
に
も
あ
り
、神
輿
は
る
も
い
地
域
最

大
と
い
わ
れ
る
。

天
明
6（
1
7
8
6
）年
に
天
売
・
焼

尻
、翌
年
に
苫
前
と
留
萌
の
場
所
請
負

人
と
な
っ
た
栖
原
角
兵
衛
の
栖
原
店
か

ら
、文
政
6（
1
8
2
3
）年
に
奉
納
さ

れ
た
灯
篭
。す
ぐ
横
に
あ
る
狛
犬
も
、文

久
4（
1
8
6
4
）年
に
栖
原
店
か
ら
奉

納
さ
れ
た
も
の
。栖
原
店
と
は
、松
前
に

拠
点
を
構
え
て
漁
場
経
営
を
行
い「
北

海
の
豪
商
」と
称
さ
れ
た
和
歌
山
県
出

身
の
商
人
、栖
原
角
兵
衛
の
屋
号
。

川
口
遺
跡
風
景
林
の
中
に
あ
り
、
天
塩

川
沿
岸
の
砂
丘
林
に
幅
2
0
0
m
、
長
さ

1
･
5
㎞
の
範
囲
に
わ
た
り
2
3
0
基
も

の
竪
穴
住
居
群
が
分
布
し
て
い
る
。
続
縄

文
期
、
擦
文
文
化
期
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文 

化

期
の
暮
ら
し
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産
と

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
住
居
が
復
元
さ
れ

て
お
り
周
辺
は
自
然
散
策
も
楽
し
め
る
。

場
所
請
負
人
と
し
て
テ
シ
ホ
や
ト
マ
マ

イ
、ル
ル
モ
ッ
ペ
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
た

松
前
の
豪
商
、6
代
目
栖
原
角
兵
衛
が
、文

化
元（
1
8
0
4
）年
9
月
に
弁
財
天
を

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。現
在

地
へ
は
明
治
42（
1
9
0
9
）年
に
移
転
。

海
産
物
な
ど
の
交
易
を
行
っ
た
場
所
で

あ
る
運
上
屋
の
跡
地
。
寛
政
（
1
7
8
9

〜
1
8
0
0
年
）
の
頃
に
開
設
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
主
に
テ
シ
ホ
場
所
の
事
務
所
や

漁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
に
設
置
さ
れ

た
と
さ
れ
、
駅
逓
が
あ
っ
た
場
所
。
駅
逓

制
度
と
は
、
道
内
辺
境
地
で
の
交
通
補
助

機
関
と
し
て
、
宿
泊
所
や
人
員
及
び
馬
の

取
次
ぎ
、
郵
便
業
務
な
ど
を
担
っ
た
も
の

で
、
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
行
わ
れ
た
。

明
治
34（
1
9
0
1
）年
に
こ
の
地
で
水

稲
栽
培
に
成
功
し
、遠
別
町
の
稲
作
の
起

源
と
な
っ
た
南
山
仁
太
郎
氏
の
功
績
を
称

え
て
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
。ま
た
遠
別
町

の
水
田
が
、日
本
最
北
と
な
っ
て
い
る
。

海
岸
に
流
れ
着
い
た
金
比
羅
さ
ん
の

御
札
を
漁
師
が
海
に
返
し
た
が
、何
度

も
戻
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
お
宮
を
建

立
。そ
れ
以
来
海
難
事
故
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。海
中
鳥

居
が
美
し
く
、る
も
い
地
域
で
有
数
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
と
共
に
呉
服
、雑
貨
商
、郵
便
事

業
を
手
が
け
て
い
た
石
川
県
出
身
の
小

納
家
の
旧
邸
宅
。内
部
に
は
、当
時
の
繁

栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
豪
華
な
造
り
が

見
ら
れ
る
。

鎖
国
中
の
嘉
永
元（
1
8
4
8
）年
、後

に
日
本
初
の
英
語
教
師
と
な
っ
た
ア
メ
リ

カ
人
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
日
本

問い合せ先／
01632-2-1026（天塩町教育委員会）

問い合せ先／0164-53-2306
拝観料／大人300円

問い合せ先／0164-53-3332
（増毛町観光協会）

問い合せ先／01632-2-1036

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
7

-
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2
1
1

　
　
　
　
　
　
　（
初
山
別
村
役
場
）

問い合せ先／
0164-65-4076

（苫前町公民館）

問い合せ先／ 0164-64-2212
（苫前町企画振興課商工観光係）
開館期間／ 5 月中旬～ 10 月下旬
観覧無料

問い合せ先／01648-2-3392　開館期間／5～9月　
開館時間／9:00～16:00　休館日／期間中はなし　
入館料／大人320円、高校生以下無料

問い合せ先／ 0164-42-0435
（留萌市教育委員会生涯学習課）
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先
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6
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2-
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歴
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資
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）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
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-
6
6
6
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羽
幌
町
観
光
協
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
3
2-

7-

2
3
5
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　（
遠
別
町
教
育
委
員
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

6
2

-

6
6
6
6

　
　
　
　
　
　（
羽
幌
町
観
光
協
会
）

1
川
口
遺
跡

天
塩
町
川
口
基
線

2
天
塩
厳
島
神
社

天
塩
町
川
口
基
線
1
2
2
6

-

1

4
テ
シ
ホ
場
所
運
上
屋
跡

天
塩
町
海
岸
通
4
丁
目
3
9
7
5

-

2

5
天
塩
駅
逓
跡

天
塩
町
海
岸
通
2
丁
目
23

-

1

え
き
て
い

7
遠
別
水
稲
発
祥
之
碑

遠
別
町
共
栄

10
旧
小
納
家
住
宅

（
羽
幌
町
焼
尻
郷
土
館
）

羽
幌
町
焼
尻
東
浜
1
8
3

こ

　な

11
白
浜
海
岸

羽
幌
町
焼
尻
白
浜

9
金
比
羅
神
社

初
山
別
村
み
さ
き
台
公
園
階
段
下

12
焼
尻
厳
島
神
社

羽
幌
町
焼
尻
緑
岡
4

14
苫
前
神
社
の
灯
篭

苫
前
町
苫
前 

苫
前
神
社
境
内

16
庄
内
藩
ト
マ
マ
イ
場
所

陣
屋
跡
碑

苫
前
町
香
川
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先
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6
4

-

6
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-
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7
6

　
　
　
　
　
　（
苫
前
町
公
民
館
）

17
苫
前
町
水
田
発
祥
の
地
碑

苫
前
町
香
川

問
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合
せ
先
／
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1
6
4

-

6
5

-

4
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7
6
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苫
前
町
公
民
館
）

18
三
毛
別
羆
事
件
復
元
地

苫
前
町
三
渓

22
五
十
嵐
億
太
郎
像
・

顕
彰
碑

留
萌
市
礼
受
町 

千
望
台

旧
増
毛
小
学
校

増
毛
町
見
晴
町
1
2
0

23
増
毛
の
歴
史
的
建
物
群

増
毛
町 

増
毛
駅
周
辺

　

26

27

増
毛
厳
島
神
社

増
毛
町
稲
葉
町
3
丁
目
38

29
秋
田
藩
元
陣
屋
第
二
台
場
跡

増
毛
町
別
苅
1

-

1

　

問
い
合
せ
先
／
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1
6
4
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5
3

-

3
3
3
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　（
増
毛
町
観
光
協
会
）

問
い
合
せ
先
／
0
1
6
4

-

5
3

-

2
4
2
7

　
　
　
　
　
　（
増
毛
町
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）

24
旧
商
家
丸
一
本
間
家

増
毛
町
弁
天
町
1
丁
目
27

　

問い合せ先／0164-53-1511　開館期間／4月下旬～11月上旬　
開館時間／10:00～17:00　
休館日／木曜（祝日の場合開館、前日休み。7・8月は無休）　
入館料／大人400円、高校生300円、小中学生200円

25
国
稀
酒
造

増
毛
町
稲
葉
町
1
丁
目
17

るもい地域には、1700年頃に始まった「場所請負制度」により和人が定住して
以降の歴史が多く残されている。先史時代の遺跡も含め、各地に残る先人たち
の記憶を辿ってみよう。

問い合せ先／0164-53-1050　
営業時間／9:00～17:00（酒蔵見学は～16:30）　
休業日／年末年始　入場無料

歴
史
に
触
れ
る
ル
ー
ト

歴史に
触れる
ルート

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

R u m o i  A r e a

J o u r n e yH i s t o r y安
政
6（
1
8
5
9
）年
、蝦
夷
地
警
護

を
命
じ
ら
れ
た
庄
内
藩
が
陣
屋
を
構
え

た
跡
地
。後
に「
ア
ツ
シ
判
官
」と
呼
ば
れ

た
開
拓
判
官
、戸
田
荘
十
郎（
松
本
十
郎
）

も
父
と
共
に
在
勤
し
て
い
た
。

岩
手
県
出
身
の
開
拓
者
、藤
田
万
助
翁

が
幾
多
の
困
難
の
末
に
明
治
17

（
1
8
8
4
）年
に
こ
の
地
で
稲
作
に
成

功
さ
せ
た
功
績
を
称
え
て
建
て
ら
れ
た

記
念
碑
。

大
正
4（
1
9
1
5
）年
12
月
、開
拓

移
民
10
人
が
体
重
3
４
0
㎏
も
の
巨
大

な
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
殺
傷
さ
れ
た
、日

本
獣
害
史
上
最
悪
の
惨
事
が
起
っ
た
。

当
時
の
様
子
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
留
萌
川
河
口
は
北
前
船
の
寄
港

地
で
あ
り
、夜
間
の
目
印
で
あ
る
烽
火
台
が

黄
金
岬
の
高
台
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。「
海

の
ふ
る
さ
と
館
」横
の
広
場
に
跡
が
残
り
、

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

る
も
い
地
域
で
随
一
の
資
産
家
だ
っ
た

五
十
嵐
綱
治
の
養
子
と
な
っ
た
五
十
嵐
億

太
郎
。父
の
意
思
を
継
い
で
明
治
〜
昭
和
期

に
留
萌
の
港
湾
建
設
や
鉄
道
敷
設
な
ど
に

尽
力
し「
留
萌
発
展
の
父
」と
言
わ
れ
た
。

増
毛
駅
周
辺
に
は
、明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
木
造
3
階
建
て
の

「
富
田
屋
旅
館
」ほ
か
の
歴
史
的
な
建
造
物

が
多
く
残
り
、映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

使
用
さ
れ
た
。北
海
道
遺
産
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
。

明
治
時
代「
天
塩
國
随
一
の
豪
商
」と
呼

ば
れ
た
佐
渡
出
身
の
本
間
泰
蔵
が
、約
20
年

の
歳
月
を
か
け
建
築
し
た
町
屋
様
式
の
豪
華

な
建
物
。内
部
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ニ
シ
ン
漁
や
呉
服
な
ど
多
角
経
営
を
し

た
本
間
家
が
明
治
15（
1
8
8
2
）年
に
創

業
し
た
、日
本
最
北
の
酒
蔵
。工
場
と
酒
蔵

の
一
部
は
完
成
当
時
の
ま
ま
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　
宝
暦
3（
1
7
5
3
）年
、場
所
請
負
人
の

村
山
傳
兵
衛
が
運
上
屋
の
守
護
と
し
て
弁

天
社
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。技

術
の
粋
を
集
め
た
彫
刻
や
拝
殿
の
天
井
画
、

北
前
船
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
奉
納
絵

馬
な
ど
、芸
術
的
な
価
値
も
高
い
。本
殿
の

拝
観
は
2
〜
3
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

昭
和
11（
1
9
3
6
）年
に
建
て
ら
れ
、現

存
す
る
道
内
最
大
最
古
の
木
造
校
舎
と
し

て
平
成
24（
2
0
1
2
）年
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
。木
造
ト
ラ
ス
工
法
で
作
ら
れ
た
体
育

館
は
見
事
の
ひ
と
言
。当
時
の
ニ
シ
ン
漁
の

網
元
た
ち
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

特
別
公
開
時
以
外
は
内
部
は
非
公
開
。

幕
府
の
命
で
増
毛
に
陣
屋
を
置
き
北
方

警
護
に
あ
た
っ
た
秋
田
藩
が
、暑
寒
別
川
河

口
の
高
台
に
設
置
し
た
砲
台
跡
。和
製
大
砲

の
レ
プ
リ
カ
が
置
か
れ
て
い
る
。第
一
台
場

は
旧
増
毛
駅
裏
手
の
高
台
に
あ
っ
た
。
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い
合
せ
先
／
0
1
6
3
2-
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し
て
武
四
郎
が
提
案
し
た
の
は
、「
北
〝
海
〞

道
」
で
は
な
く
、「
北
〝
加
伊
〞
道
」
で
あ
っ
た
。

武
四
郎
は
、『
天
塩
日
誌
』
と
い
う
出
版
物
に
、

天
塩
川
流
域
の
踏
査
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
古
老

か
ら
「
カ
イ
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
の
地
に

生
ま
れ
た
者
」（
＝
ア
イ
ヌ
民
族
）
と
い
う
意

味
が
あ
る
と
聞
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
武
四
郎
は
「
北
加
伊
道
」
に
、
こ
の
島
は

彼
が
親
し
み
を
寄
せ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
大
地
で

あ
る
、
と
い
う
想
い
を
込
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
武
四
郎
は
、
新
政
府
の
下
で
も
、

場
所
請
負
制
度
の
悪
弊
が
一
掃
さ
れ
な
い
こ

と
に
失
望
し
、
そ
の
翌
年
、
辞
表
を
提
出
し

て
職
を
辞
し
た
。

武
四
郎
は
、
6
回
の
蝦
夷
地
踏
査
の
中
で
、

る
も
い
地
域
を
4
回
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

特
徴
的
な
地
形
や
ア
イ
ヌ
語
地
名
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
暮
ら
し
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し
、
幕

府
に
提
出
し
た
報
告
書
や
、『
西
蝦
夷
日
誌
』

六
編
な
ど
の
出
版
物
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
ら

は
、
幕
末
の
る
も
い
地
域
を
知
る
上
で
、
と

て
も
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。

2
0
1
8
年
は
、
武
四
郎
の
提
案
を
ふ
ま

え
て
蝦
夷
地
が
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
て

か
ら
1
5
0
年
目
に
あ
た
る
。
加
え
て
、
武

四
郎
に
と
っ
て
は
、
生
誕
2
0
0
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
る
。
各
地
に
数
多
く
残
る

武
四
郎
ゆ
か
り
の
地
に
足
を
運
び
、
彼
の
偉

業
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

幕
末
の
探
検
家
で
、「
北
海
道
の
名
付
け

親
」
と
も
呼
ば
れ
る
松
浦
武
四
郎
は
、
文
化

15
（
1
8
1
8
）
年
2
月
、
伊
勢
国
一
志
郡

須
川
村
（
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
小
野
江
町
）

に
郷
士
・
松
浦
家
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
幼
い
頃
か
ら
旅
に
憧
れ
、
青
年
期
に
は
、

北
は
東
北
地
方
か
ら
南
は
九
州
地
方
ま
で
、

日
本
中
を
旅
し
て
回
っ
た
。
長
崎
に
滞
在
し

て
い
た
26
歳
の
頃
、
長
崎
の
町
名
主
か
ら
ロ

シ
ア
が
日
本
へ
南
下
し
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
情
報
を
聞
き
、「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
北
海
道
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
。

そ
し
て
、
弘
化
2
（
1
8
4
5
）
年
か
ら
安

政
5
（
1
8
5
8
）
年
に
か
け
て
、
一
介
の

志
士
と
し
て
3
回
、
幕
府
に
雇
わ
れ
た
身
分

で
3
回
、
都
合
6
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を

踏
査
し
、
数
多
く
の
紀
行
文
や
地
図
を
ま
と

め
た
。
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
ア
イ
ヌ
民
族
の

助
け
を
借
り
、
親
し
く
交
流
す
る
中
で
、
ア

イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
彼
ら
を
悲
惨

な
境
遇
に
追
い
や
っ
た
松
前
藩
や
場
所
請
負

制
度
（
特
権
的
な
商
人
が
、
松
前
藩
か
ら
、

運
上
金
の
上
納
と
引
き
か
え
に
蝦
夷
地
各「
場

所
」
の
経
営
を
任
さ
れ
た
制
度
）
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
る
。

維
新
後
、
新
政
府
は
、
蝦
夷
地
開
拓
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、「
蝦
夷
通
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
武
四
郎
に
期
待
し
、
役
人
に
登
用
す

る
。
明
治
2
（
1
8
6
9
）
年
に
は
、
武
四
郎

の
提
案
を
ふ
ま
え
、
蝦
夷
地
を
「
北
海
道
」
と

改
称
し
、道
内
に
、例
え
ば
、「
天
塩
国
留
萌
郡
」

な
ど
、
11
の
国
と
86
の
郡
を
置
い
た
。

な
お
、
蝦
夷
地
に
代
わ
る
新
し
い
名
称
と

北海道が和人から「蝦夷地」と呼ばれていた時代、この地を幾度となく訪れ、多数の
詳細な現地記録を残した松浦武四郎。後に「北海道」の名付け親ともなった彼の足跡
は、このるもい地域の各地にも色濃く刻まれている。彼の辿った跡を巡ってみよう。 松

浦
武
四
郎
ル
ー
ト

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

松浦
武四郎
ルート
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松
浦
武
四
郎
像 

小
平
町
鬼
鹿
広
富

6
回
に
及
ん
だ
蝦
夷
地
踏
査
と

「
北
加
伊
道
」に
込
め
た
想
い

松
浦
武
四
郎

ゆ
か
り
の
場
所

31
天
塩
川
踏
査
宿
泊
地

サ
コ
カ
イ
シ

天
塩
町
作
返 

作
返
川
河
口
付
近

32
松
浦
武
四
郎
像

天
塩
町
更
岸
7
4
7
6
番
地
先 

鏡
沼
海
浜
公
園
内

33
ト
マ
マ
イ
場
所

運
上
屋
跡
碑

苫
前
町
苫
前

36
松
浦
武
四
郎

踏
査
の
地
碑

留
萌
市
大
町 

望
洋
公
園

35
臼
谷
弁
財
天
碑

小
平
町
臼
谷

37
松
浦
武
四
郎

信
砂
越
え
の
地
碑

増
毛
町
彦
部
　
彦
部
橋
付
近

F
北
海
道
命
名
之
地

音
威
子
府
村
物
満
内 

天
塩
川
河
川
敷

増
毛
、
留
萌
、
天
塩
と
と
も
に
4
箇
所

設
置
さ
れ
た
運
上
屋
の
ひ
と
つ
。
場
所
請

負
人
の
栖
原
家
が
文
化
元
（
1
8
0
4
）

年
に
開
設
し
、松
浦
武
四
郎
も
宿
泊
し
、「
西

蝦
夷
日
誌
」
に
そ
の
記
載
が
あ
る
。

松
浦
武
四
郎
の
紀
行
文
に
記
載
が
あ
る

ウ
シ
ヤ
（
臼
谷
）
の
「
弁
天
社
」
の
本
尊
と

み
ら
れ
て
い
る
石
碑
。
道
内
で
は
珍
し
い
江

戸
時
代
中
期
の
石
碑
で
、
建
立
者
を
記
す
銘

に
は
「
施
主 

村
山
傳
兵
衛
」
と
読
め
る
。

天
塩
川
踏
査
時
の
一
日
目
の
宿
泊
地
と

し
て
『
天
塩
日
誌
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て

い
る
地
で
、
案
内
板
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
に
設
置
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
る
も
い

地
域
や
宗
谷
地
方
、
上
川
地
方
北
部
に
は

宿
泊
地
、
ま
た
は
宿
泊
推
定
地
と
さ
れ
る

場
所
が
多
く
存
在
す
る
。

台
座
の
銘
板
に
、「
北
海
道
」
の
命
名

が
テ
シ
ホ
ア
イ
ヌ
と
の
会
話
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
る
。

安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
に
武
四
郎
が

ル
ル
モ
ッ
ペ
を
訪
れ
た
際
、こ
の
碑
の
立
っ

て
い
る
場
所
か
ら
見
た
運
上
家
の
様
子
を

描
い
た
、『
西
蝦
夷
日
誌
』
六
編
に
記
さ
れ

て
い
る
絵
図
が
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
政
3
年
の
踏
査
の
際
、
石
狩
国
イ
タ

イ
ベ
ツ
（
現
在
の
雨
竜
町
北
部
付
近
）
か
ら

「
信
砂
越
え
山
道
」
で
マ
シ
ケ
に
た
ど
り
着

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
現
在
の
道
道
94

号
「
増
毛
稲
田
線
」
が
、
そ
の
山
道
と
ほ
ぼ

同
じ
ル
ー
ト
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る

当
地
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
長
老
か
ら
「
カ

イ
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
の
地
に
生
ま
れ

た
者
」（
＝
ア
イ
ヌ
民
族
）
と
の
意
味
が
あ

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
「
北
加
伊

道
」
の
名
を
発
想
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

臼谷弁財天碑のある臼谷稲荷神社。
右の小屋に碑が納められている。

松
浦
武
四
郎
が
記
し
た

「
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
」の
う
ち
、

る
も
い
地
域
の
抜
粋（
右
側
が
北
方
向
）。

天
売
、焼
尻
両
島
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
下
）

（
上
）

現
在
の
留
萌
市
付
近
の
拡
大
。

松浦武四郎像（小平町）34

松浦武四郎像（小平町）34

松浦武四郎像（天塩町）32

21
世
紀
に
蘇
っ
た 
増
毛
山
道

開
通
と
衰
退
、

そ
し
て
21
世
紀
に
復
活

江
戸
末
期
に
開
削
さ
れ
、松
浦
武
四
郎
が「
蝦
夷
地
第
一
の
出
来
映
え
」と

絶
賛
し
た
増
毛
山
道
。1
６
0
年
を
経
た
現
在
、見
事
に
蘇
っ
た
山
道
は
、

歴
史
的
に
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

増
毛
山
道
と
は
、現
在
の
増
毛
町

別
苅
か
ら
石
狩
市
浜
益
区
幌
の
9
里

22
丁（
約
37
㎞
）を
結
ぶ
、江
戸
時
代
に

開
削
さ
れ
た
陸
路
。兵
員
輸
送
路
を
確

保
す
る
た
め
、江
戸
幕
府
の
指
示
に
よ

り
場
所
請
負
人
の
伊
達
林
右
衛
門
が

雄
冬
の
断
崖
を
迂
回
す
る
山
道
を
開

削
し
た
。か
か
っ
た
費
用
は
1
3
1
0

両
。
現
代
に
換
算
す
る
と
1
億

7
0
3
0
万
円
に
相
当
す
る
。

途
中
に
は
武
好
駅
逓
も
置
か
れ
た

が
、時
代
の
変
化
と
共
に
や
が
て
利
用

者
も
減
り
、廃
れ
て
い
っ
た
。昭
和
20

年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

国
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
忘
れ
ら
れ

た
存
在
と
な
っ
た
。

近
年
に
な
り
、「
N
P
O
法
人
増
毛

山
道
の
会
」が
発
足
し
地
道
な
調
査
やところどころに当時の木製電

柱がそのまま残っている。

明
治
40
年
に
埋
石
さ
れ
た
一
等
水
準
点
。重
さ

1
4
0
㎏
ほ
ど
の
三
河
産
花
崗
岩
を
こ
こ
ま

で
運
ん
で
き
た
こ
と
に
驚
く
。お問い合わせ

NPO法人
増毛山道の会
http://www.kosugi-s
p.jp/sando/top.html

ほ
ろ

測
量
を
実
施
。平
成
21
年
か
ら
2
年
か

け
て
山
道
の
位
置
が
特
定
さ
れ
た
。現

在
で
は
約
27
㎞
区
間
が
復
元
さ
れ
全

線
開
通
、保
存
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。一
般
開
放
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

定
期
的
に
体
験
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
、今
後
も
コ
ー
ス
を
増
や
し
て

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

30

臼谷弁財天碑（小平町）35

松浦武四郎踏査の地碑36

ま
し
け
さ
ん
ど
う

べ
っ
か
り

廃止から8年後に北大山岳
部が訪れたときの武好駅逓

自

自

自

自

自

…各自治体指定文化財・史跡

し
て
武
四
郎
が
提
案
し
た
の
は
、「
北
〝
海
〞

道
」
で
は
な
く
、「
北
〝
加
伊
〞
道
」
で
あ
っ
た
。

武
四
郎
は
、『
天
塩
日
誌
』
と
い
う
出
版
物
に
、

天
塩
川
流
域
の
踏
査
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
古
老

か
ら
「
カ
イ
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
の
地
に

生
ま
れ
た
者
」（
＝
ア
イ
ヌ
民
族
）
と
い
う
意

味
が
あ
る
と
聞
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
武
四
郎
は
「
北
加
伊
道
」
に
、
こ
の
島
は

彼
が
親
し
み
を
寄
せ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
大
地
で

あ
る
、
と
い
う
想
い
を
込
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
武
四
郎
は
、
新
政
府
の
下
で
も
、

場
所
請
負
制
度
の
悪
弊
が
一
掃
さ
れ
な
い
こ

と
に
失
望
し
、
そ
の
翌
年
、
辞
表
を
提
出
し

て
職
を
辞
し
た
。

武
四
郎
は
、
6
回
の
蝦
夷
地
踏
査
の
中
で
、

る
も
い
地
域
を
4
回
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

特
徴
的
な
地
形
や
ア
イ
ヌ
語
地
名
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
暮
ら
し
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し
、
幕

府
に
提
出
し
た
報
告
書
や
、『
西
蝦
夷
日
誌
』

六
編
な
ど
の
出
版
物
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
ら

は
、
幕
末
の
る
も
い
地
域
を
知
る
上
で
、
と

て
も
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。

2
0
1
8
年
は
、
武
四
郎
の
提
案
を
ふ
ま

え
て
蝦
夷
地
が
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
て

か
ら
1
5
0
年
目
に
あ
た
る
。
加
え
て
、
武

四
郎
に
と
っ
て
は
、
生
誕
2
0
0
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
る
。
各
地
に
数
多
く
残
る

武
四
郎
ゆ
か
り
の
地
に
足
を
運
び
、
彼
の
偉

業
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

幕
末
の
探
検
家
で
、「
北
海
道
の
名
付
け

親
」
と
も
呼
ば
れ
る
松
浦
武
四
郎
は
、
文
化

15
（
1
8
1
8
）
年
2
月
、
伊
勢
国
一
志
郡

須
川
村
（
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
小
野
江
町
）

に
郷
士
・
松
浦
家
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
幼
い
頃
か
ら
旅
に
憧
れ
、
青
年
期
に
は
、

北
は
東
北
地
方
か
ら
南
は
九
州
地
方
ま
で
、

日
本
中
を
旅
し
て
回
っ
た
。
長
崎
に
滞
在
し

て
い
た
26
歳
の
頃
、
長
崎
の
町
名
主
か
ら
ロ

シ
ア
が
日
本
へ
南
下
し
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
情
報
を
聞
き
、「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
北
海
道
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
。

そ
し
て
、
弘
化
2
（
1
8
4
5
）
年
か
ら
安

政
5
（
1
8
5
8
）
年
に
か
け
て
、
一
介
の

志
士
と
し
て
3
回
、
幕
府
に
雇
わ
れ
た
身
分

で
3
回
、
都
合
6
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を

踏
査
し
、
数
多
く
の
紀
行
文
や
地
図
を
ま
と

め
た
。
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
ア
イ
ヌ
民
族
の

助
け
を
借
り
、
親
し
く
交
流
す
る
中
で
、
ア

イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
彼
ら
を
悲
惨

な
境
遇
に
追
い
や
っ
た
松
前
藩
や
場
所
請
負

制
度
（
特
権
的
な
商
人
が
、
松
前
藩
か
ら
、

運
上
金
の
上
納
と
引
き
か
え
に
蝦
夷
地
各「
場

所
」
の
経
営
を
任
さ
れ
た
制
度
）
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
る
。

維
新
後
、
新
政
府
は
、
蝦
夷
地
開
拓
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、「
蝦
夷
通
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
武
四
郎
に
期
待
し
、
役
人
に
登
用
す

る
。
明
治
2
（
1
8
6
9
）
年
に
は
、
武
四
郎

の
提
案
を
ふ
ま
え
、
蝦
夷
地
を
「
北
海
道
」
と

改
称
し
、道
内
に
、例
え
ば
、「
天
塩
国
留
萌
郡
」

な
ど
、
11
の
国
と
86
の
郡
を
置
い
た
。

な
お
、
蝦
夷
地
に
代
わ
る
新
し
い
名
称
と

北海道が和人から「蝦夷地」と呼ばれていた時代、この地を幾度となく訪れ、多数の
詳細な現地記録を残した松浦武四郎。後に「北海道」の名付け親ともなった彼の足跡
は、このるもい地域の各地にも色濃く刻まれている。彼の辿った跡を巡ってみよう。 松

浦
武
四
郎
ル
ー
ト

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

松浦
武四郎
ルート
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34
松
浦
武
四
郎
像 

小
平
町
鬼
鹿
広
富

6
回
に
及
ん
だ
蝦
夷
地
踏
査
と

「
北
加
伊
道
」に
込
め
た
想
い

松
浦
武
四
郎

ゆ
か
り
の
場
所

31
天
塩
川
踏
査
宿
泊
地

サ
コ
カ
イ
シ

天
塩
町
作
返 

作
返
川
河
口
付
近

32
松
浦
武
四
郎
像

天
塩
町
更
岸
7
4
7
6
番
地
先 

鏡
沼
海
浜
公
園
内

33
ト
マ
マ
イ
場
所

運
上
屋
跡
碑

苫
前
町
苫
前

36
松
浦
武
四
郎

踏
査
の
地
碑

留
萌
市
大
町 

望
洋
公
園

35
臼
谷
弁
財
天
碑

小
平
町
臼
谷

37
松
浦
武
四
郎

信
砂
越
え
の
地
碑

増
毛
町
彦
部
　
彦
部
橋
付
近

F
北
海
道
命
名
之
地

音
威
子
府
村
物
満
内 

天
塩
川
河
川
敷

増
毛
、
留
萌
、
天
塩
と
と
も
に
4
箇
所

設
置
さ
れ
た
運
上
屋
の
ひ
と
つ
。
場
所
請

負
人
の
栖
原
家
が
文
化
元
（
1
8
0
4
）

年
に
開
設
し
、松
浦
武
四
郎
も
宿
泊
し
、「
西

蝦
夷
日
誌
」
に
そ
の
記
載
が
あ
る
。

松
浦
武
四
郎
の
紀
行
文
に
記
載
が
あ
る

ウ
シ
ヤ
（
臼
谷
）
の
「
弁
天
社
」
の
本
尊
と

み
ら
れ
て
い
る
石
碑
。
道
内
で
は
珍
し
い
江

戸
時
代
中
期
の
石
碑
で
、
建
立
者
を
記
す
銘

に
は
「
施
主 

村
山
傳
兵
衛
」
と
読
め
る
。

天
塩
川
踏
査
時
の
一
日
目
の
宿
泊
地
と

し
て
『
天
塩
日
誌
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て

い
る
地
で
、
案
内
板
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
に
設
置
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
る
も
い

地
域
や
宗
谷
地
方
、
上
川
地
方
北
部
に
は

宿
泊
地
、
ま
た
は
宿
泊
推
定
地
と
さ
れ
る

場
所
が
多
く
存
在
す
る
。

台
座
の
銘
板
に
、「
北
海
道
」
の
命
名

が
テ
シ
ホ
ア
イ
ヌ
と
の
会
話
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
る
。

安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
に
武
四
郎
が

ル
ル
モ
ッ
ペ
を
訪
れ
た
際
、こ
の
碑
の
立
っ

て
い
る
場
所
か
ら
見
た
運
上
家
の
様
子
を

描
い
た
、『
西
蝦
夷
日
誌
』
六
編
に
記
さ
れ

て
い
る
絵
図
が
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
政
3
年
の
踏
査
の
際
、
石
狩
国
イ
タ

イ
ベ
ツ
（
現
在
の
雨
竜
町
北
部
付
近
）
か
ら

「
信
砂
越
え
山
道
」
で
マ
シ
ケ
に
た
ど
り
着

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
現
在
の
道
道
94

号
「
増
毛
稲
田
線
」
が
、
そ
の
山
道
と
ほ
ぼ

同
じ
ル
ー
ト
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る

当
地
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
長
老
か
ら
「
カ

イ
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ
の
地
に
生
ま
れ

た
者
」（
＝
ア
イ
ヌ
民
族
）
と
の
意
味
が
あ

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
「
北
加
伊

道
」
の
名
を
発
想
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

臼谷弁財天碑のある臼谷稲荷神社。
右の小屋に碑が納められている。

松
浦
武
四
郎
が
記
し
た

「
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
」の
う
ち
、

る
も
い
地
域
の
抜
粋（
右
側
が
北
方
向
）。

天
売
、焼
尻
両
島
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
下
）

（
上
）

現
在
の
留
萌
市
付
近
の
拡
大
。

松浦武四郎像（小平町）34

松浦武四郎像（小平町）34

松浦武四郎像（天塩町）32

21
世
紀
に
蘇
っ
た 
増
毛
山
道

開
通
と
衰
退
、

そ
し
て
21
世
紀
に
復
活

江
戸
末
期
に
開
削
さ
れ
、松
浦
武
四
郎
が「
蝦
夷
地
第
一
の
出
来
映
え
」と

絶
賛
し
た
増
毛
山
道
。1
６
0
年
を
経
た
現
在
、見
事
に
蘇
っ
た
山
道
は
、

歴
史
的
に
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

増
毛
山
道
と
は
、現
在
の
増
毛
町

別
苅
か
ら
石
狩
市
浜
益
区
幌
の
9
里

22
丁（
約
37
㎞
）を
結
ぶ
、江
戸
時
代
に

開
削
さ
れ
た
陸
路
。兵
員
輸
送
路
を
確

保
す
る
た
め
、江
戸
幕
府
の
指
示
に
よ

り
場
所
請
負
人
の
伊
達
林
右
衛
門
が

雄
冬
の
断
崖
を
迂
回
す
る
山
道
を
開

削
し
た
。か
か
っ
た
費
用
は
1
3
1
0

両
。
現
代
に
換
算
す
る
と
1
億

7
0
3
0
万
円
に
相
当
す
る
。

途
中
に
は
武
好
駅
逓
も
置
か
れ
た

が
、時
代
の
変
化
と
共
に
や
が
て
利
用

者
も
減
り
、廃
れ
て
い
っ
た
。昭
和
20

年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

国
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
忘
れ
ら
れ

た
存
在
と
な
っ
た
。

近
年
に
な
り
、「
N
P
O
法
人
増
毛

山
道
の
会
」が
発
足
し
地
道
な
調
査
やところどころに当時の木製電

柱がそのまま残っている。

明
治
40
年
に
埋
石
さ
れ
た
一
等
水
準
点
。重
さ

1
4
0
㎏
ほ
ど
の
三
河
産
花
崗
岩
を
こ
こ
ま

で
運
ん
で
き
た
こ
と
に
驚
く
。お問い合わせ

NPO法人
増毛山道の会
http://www.kosugi-s
p.jp/sando/top.html

ほ
ろ

測
量
を
実
施
。平
成
21
年
か
ら
2
年
か

け
て
山
道
の
位
置
が
特
定
さ
れ
た
。現

在
で
は
約
27
㎞
区
間
が
復
元
さ
れ
全

線
開
通
、保
存
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。一
般
開
放
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

定
期
的
に
体
験
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
、今
後
も
コ
ー
ス
を
増
や
し
て

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

30

臼谷弁財天碑（小平町）35

松浦武四郎踏査の地碑36

ま
し
け
さ
ん
ど
う

べ
っ
か
り

廃止から8年後に北大山岳
部が訪れたときの武好駅逓

自

自

自

自

自

…各自治体指定文化財・史跡



40
旧
花
田
家
番
屋

41
旧
留
萌
佐
賀
家
漁
場 

38
旧
池
田
家
番
屋

羽
幌
町
天
売
富
磯

39
旧
藤
田
家
番
屋

小
平
町
鬼
鹿
広
富
90

42
関
家
番
屋

留
萌
市
礼
受
町
24

ニ
シ
ン
漁
家
の
隆
盛
を
感
じ
る

最
北
端
の
国
指
定
重
要
文
化
財

右／国道231号沿いの留萌礼受海岸に建つ母屋（番屋）。左手にはニシ
ン粕の干し場やトタ倉、奥には船倉や稲荷社などがある。
中／母屋から国道を挟んだ海岸には、はっきりとわかる釜場の跡が。
左／漁労具一式3,745点は国の重要民俗文化財、建物と敷地は史跡に
指定。夏期には内部公開も実施している。

上／昭和46（1971）年の重要文化財指定とともに町が買収し、3年の歳月と約1億9千万円の費用を投じて解体修復。道の駅お
びら鰊番屋が併設され、小平町やニシン漁文化の歴史を伝えている。　左上／延べ床面積906㎡の番屋の内部。使用されている
木材はほとんどが近隣の山林から調達されたものであることがわかっている。　左下／漁盛期には200人ものヤン衆が寝泊りした
という大規模番屋。各所に設えられた贅を尽くした意匠が、当時の繁栄ぶりを示している。

「
群
来
」
と
は
、
ニ
シ
ン
が
浅
瀬
の
海

草
に
産
卵
す
る
た
め
に
海
岸
に
押
し
寄

せ
、
大
量
の
オ
ス
の
精
液
で
海
面
が
乳
白

色
に
染
め
ら
れ
る
現
象
を
言
う
。
昭
和
30

年
頃
ま
で
は
、
毎
年
2
〜
3
月
の
春
を
感

じ
る
季
節
に
な
る
と
北
海
道
日
本
海
沿
岸

の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
ニ
シ
ン
が
「
春

告
魚
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
も
な
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
北
海
道
の
ニ
シ
ン
は
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
に
入
る
と

そ
の
漁
獲
量
は
一
気
に
増
大
。
道
内
や
本

州
各
地
か
ら
、
一
攫
千
金
を
夢
見
て
多
く

の
商
人
や
網
元
が
や
っ
て
き
て
漁
場
を
開

き
、
数
百
人
単
位
で
働
き
手
「
ヤ
ン
衆
」

を
雇
っ
て
荒
稼
ぎ
し
、
財
を
成
し
た
。

そ
の
網
元
た
ち
が
、
自
身
や
ヤ
ン
衆

た
ち
の
住
居
及
び
漁
業
拠
点
と
し
て
建

て
た
の
が
番
屋
で
あ
る
。
道
内
に
残
る

番
屋
の
中
で
も
、
小
平
町
の
旧
花
田
家

番
屋
は
最
大
級
の
規
模
で
あ
り
、
ニ
シ

ン
番
屋
と
し
て
唯
一
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
ご
ろ
の
完

成
と
さ
れ
、
親
方
が
暮
ら
す
空
間
と
ヤ
ン

衆
た
ち
の
空
間
と
に
分
け
ら
れ
た
間
取

り
、
ヤ
ン
衆
た
ち
が
食
事
を
す
る
大
広
間

を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
た「
寝
台
」

な
ど
、
典
型
的
な
番
屋
の
構
造
が
顕
著
に

見
ら
れ
、
当
時
の
漁
家
の
繁
栄
ぶ
り
が

伺
え
る
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
「
ニ
シ
ン
御
殿
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
網
元
が
私
宅
と
し
て
建
て

た
豪
邸
を
指
し
、
番
屋
と
は
異
な
る
。

所在地／小平町鬼鹿広富35-2　
TEL.0164-57-1411　
営業時間／5～10月 9：30～17：00
　　　　　11～4月 10：00～16：00
定休日／月曜（6月第3月曜～8月第2月曜
　　　　は無休）、12月28日～1月15日　
入館料／大人400円、小中学生150円
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1
0
4
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営
業
時
間
／
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時
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分
〜
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時

定
休
日
／
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所
在
地
／
留
萌
市
礼
受
町
　

T
E
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／
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6
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-

4
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-

0
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　（
留
萌
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）　

通
常
は
外
観
の
み
見
学
可
能

所
在
地
／
増
毛
町
稲
葉
海
岸
町
53
　

T
E
L
／
0
1
6
4

-

5
3

-

1
0
5
0（
国
稀
酒
造
）　

営
業
時
間
／
10
時
〜
17
時

入
館
無
料
　
冬
季
閉
館

一
大
産
業
・
ニ
シ
ン
漁
の

現
場
を
今
に
伝
え
る
史
跡

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
ニ
シ
ン
漁
が
繁
栄
を
極
め
た
の
は
、

単
に
地
域
で
ニ
シ
ン
が
大
量
に
漁
獲
で

き
た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

当
時
、ニ
シ
ン
は
食
用
と
し
て
よ
り

も
主
に
綿
花
や
絹
糸
を
と
る
た
め
の
蚕

の
え
さ
の
桑
の
栽
培
な
ど
、農
作
物
生

産
の
た
め
の
肥
料
に
使
用
す
る
ニ
シ
ン

粕
と
し
て
の
需
要
が
大
半
を
占
め
て
い

た
。大
勢
の
労
働
力
を
雇
い
、大
量
の
ニ

シ
ン
を
水
揚
げ
後
、す
ぐ
に
巨
大
な
釜

で
煮
出
し
て
ニ
シ
ン
粕
を
製
造
。そ
し

て
北
前
船
な
ど
で
全
国
へ
運
ば
れ
て

い
っ
た
。ニ
シ
ン
漁
は
、当
時
の
北
海
道
経

済
を
支
え
る
一
大
産
業
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
北
海
道
日
本
海
沿
岸
地

域
に
お
け
る
ニ
シ
ン
漁
業
の
一
連
の
形

態
が
理
解
で
き
る
貴
重
な
史
跡
が
、
留

萌
市
礼
受
の
海
岸
に
残
る
旧
留
萌
佐
賀

家
漁
場
で
あ
る
。
母
屋
（
番
屋
）、
ト

タ
倉
（
製
品
保
管
庫
）、
船
倉
、
網
倉
、

ロ
ー
カ
（
ニ
シ
ン
の
一
時
保
管
庫
）、

稲
荷
社
が
現
存
し
、
ま
た
前
浜
に
は
ニ

シ
ン
粕
製
造
の
釜
場
や
船
着
場
の
跡
も

見
ら
れ
、
往
時
の
漁
場
景
観
が
良
好
な

形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ト
タ
倉
や
母

屋
に
保
存
さ
れ
て
い
た
3
5
0
0
点
を

超
え
る
漁
労
具
や
文
書
も
大
変
貴
重
な

も
の
で
あ
り
、
国
指
定
史
跡
、
ま
た
経

済
産
業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

能
登
国
か
ら
松
前
に
入
り
商
人
と
な
っ

た
村
山
傳
兵
衛
が
、
留
萌
や
増
毛
に
場
所

請
負
人
と
し
て
漁
場
を
開
設
し
た
の
が
寛

延
3（
1
7
5
0
）
年
。
以
来
、
留
萌
や

増
毛
は
ニ
シ
ン
の
好
漁
場
「
千
石
場
所
」

と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
特
に
増
毛
は

道
内
有
数
の
漁
場
と
し
て
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
る
も
い
地
域
の
商
業
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
。

現
在
も
続
く
旧
商
家
丸
一
本
間
家
（
P

25
参
照
）
も
、
そ
ん
な
時
代
に
増
毛
で
財

を
成
し
た
商
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
在

も
「
国
稀
酒
造
」
と
し
て
続
く
酒
造
業
や
、

旧
商
家
丸
一
本
間
家
が
営
ん
だ

ニ
シ
ン
漁
の
遺
構

45
千
石
蔵

上／堂々とした造りの外観。旧商
家丸一本間家からやや海側に建っ
ている。
左／館内に展示されている船は、
増毛で考案された「ダルマハギ」と
いう構造を持つ貴重なもの。彩色
まで鮮やかに残っている。

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

鰊
街
道
ル
ー
ト

道南・江差から、寿都や小樽、厚田など日本海沿いを北上し、宗谷地方まで続くニシン街
道。沿岸の各市町村には「にしん街道」の標柱が立てられているほか、一攫千金を夢見た
ヤン衆たちの活気を偲ばせる、ニシン番屋などの遺産が国道231号沿いに点在している。

鰊街道
ルート

R u m o i  A r e a

J o u r n e yH i s t o r y

　
明
治
34（
1
9
0
1
）〜
35（
1
9
0
2
）

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
、
天
売
島
に
現
存
す

る
番
屋
跡
。以
前
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

　
旧
花
田
家
番
屋
か
ら
北
へ
約
1
㎞
。明

治
末
期
の
建
築
で
、
現
在
も
タ
コ
の
燻
製

で
知
ら
れ
る
藤
田
水
産
が
店
舗
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

　
沿
岸
バ
ス
「
礼
受
1
区
」
バ
ス
停
か
ら

1
0
0
m
ほ
ど
南
の
国
道
沿
い
に
建
つ

番
屋
は
、
明
治
10
年
代
の
建
築
。現
在
も

住
宅
と
し
て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
を
。

　
留
萌
市
街
地
か
ら
増
毛
方
面
へ
約
6

㎞
の
場
所
に
あ
る
出
張
番
屋
跡
。ち
な
み

に
以
前
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
旧
田
中
家

番
屋
は
、
平
成
6（
1
9
9
4
）年
に
ス
ペ

イ
ン
へ
移
築
さ
れ
た
。

43
旧
田
中
家
出
張
番
屋
跡

増
毛
町
阿
分

　
国
道
2
3
1
号
を
留
萌
市
街
地
方
向

か
ら
道
道
94
号
へ
左
折
し
す
ぐ
に
あ
る
、

2
階
建
て
の
赤
い
屋
根
が
特
徴
の
番
屋
。

明
治
中
期
の
築
で
、
母
屋
が
現
在
も
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
を
。

　
別
苅
漁
港
か
ら
徒
歩
約
15
分
、
沿
岸
バ

ス
「
別
苅
」
バ
ス
停
か
ら
す
ぐ
の
場
所
に

現
存
す
る
番
屋
。昭
和
６
（
1
9
3
1
）年

に
建
て
ら
れ
、
現
在
は
留
萌
市
の
井
原
水

産
が
所
有
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

　
増
毛
町
雄
冬
市
街
地
の
石
狩
市
浜
益

と
の
境
に
あ
り
、
現
在
は
改
装
さ
れ
て
雄

冬
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
増
毛
消
防

団
第
五
分
団
の
建
物
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

44
旧
石
田
家
番
屋

増
毛
町
阿
分

46
旧
伊
達
家
第
二
番
屋

増
毛
町
別
苅

47
旧
高
橋
家
番
屋

増
毛
町
雄
冬
43-

1
旧高橋家番屋を改装した雄冬生活改
善センターの外観。下階が消防団の
車庫になっているのが面白い。

旧花田家番屋（小平町）40

旧花田家番屋内部（小平町）40

旧花田家番屋内部（小平町）40

旧留萌佐賀家漁場（留萌市）41

釜場跡漁労具一式

千石蔵内部

千石蔵（増毛町）45

旧高橋家番屋（増毛町）47

国 …国指定文化財・史跡

国

国

呉
服
、
雑
貨
商
な
ど
多
角
経
営
し
て
い
た

本
間
家
は
ニ
シ
ン
漁
も
営
ん
で
お
り
、
そ

の
時
代
に
使
用
し
て
い
た
倉
庫
が
、
こ
の

千
石
蔵
だ
。

　
か
つ
て
は
増
毛
港
に
あ
り
、
漁
具
の
保

管
に
使
わ
れ
て
い
た
が
大
正
時
代
の
港
拡

幅
に
伴
い
現
在
地
に
移
転
。
現
在
は
夏
季

の
み
無
料
開
放
さ
れ
、
内
部
に
は
ニ
シ
ン

船
や
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
漁
具
な
ど
を

展
示
。
コ
ー
ヒ
ー
等
の
販
売
の
ほ
か
、
広

い
空
間
を
生
か
し
て
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な

ど
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

40
旧
花
田
家
番
屋

41
旧
留
萌
佐
賀
家
漁
場 

38
旧
池
田
家
番
屋

羽
幌
町
天
売
富
磯

39
旧
藤
田
家
番
屋

小
平
町
鬼
鹿
広
富
90

42
関
家
番
屋

留
萌
市
礼
受
町
24

ニ
シ
ン
漁
家
の
隆
盛
を
感
じ
る

最
北
端
の
国
指
定
重
要
文
化
財

右／国道231号沿いの留萌礼受海岸に建つ母屋（番屋）。左手にはニシ
ン粕の干し場やトタ倉、奥には船倉や稲荷社などがある。
中／母屋から国道を挟んだ海岸には、はっきりとわかる釜場の跡が。
左／漁労具一式3,745点は国の重要民俗文化財、建物と敷地は史跡に
指定。夏期には内部公開も実施している。

上／昭和46（1971）年の重要文化財指定とともに町が買収し、3年の歳月と約1億9千万円の費用を投じて解体修復。道の駅お
びら鰊番屋が併設され、小平町やニシン漁文化の歴史を伝えている。　左上／延べ床面積906㎡の番屋の内部。使用されている
木材はほとんどが近隣の山林から調達されたものであることがわかっている。　左下／漁盛期には200人ものヤン衆が寝泊りした
という大規模番屋。各所に設えられた贅を尽くした意匠が、当時の繁栄ぶりを示している。

「
群
来
」
と
は
、
ニ
シ
ン
が
浅
瀬
の
海

草
に
産
卵
す
る
た
め
に
海
岸
に
押
し
寄

せ
、
大
量
の
オ
ス
の
精
液
で
海
面
が
乳
白

色
に
染
め
ら
れ
る
現
象
を
言
う
。
昭
和
30

年
頃
ま
で
は
、
毎
年
2
〜
3
月
の
春
を
感

じ
る
季
節
に
な
る
と
北
海
道
日
本
海
沿
岸

の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
ニ
シ
ン
が
「
春

告
魚
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
も
な
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
北
海
道
の
ニ
シ
ン
は
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
に
入
る
と

そ
の
漁
獲
量
は
一
気
に
増
大
。
道
内
や
本

州
各
地
か
ら
、
一
攫
千
金
を
夢
見
て
多
く

の
商
人
や
網
元
が
や
っ
て
き
て
漁
場
を
開

き
、
数
百
人
単
位
で
働
き
手
「
ヤ
ン
衆
」

を
雇
っ
て
荒
稼
ぎ
し
、
財
を
成
し
た
。

そ
の
網
元
た
ち
が
、
自
身
や
ヤ
ン
衆

た
ち
の
住
居
及
び
漁
業
拠
点
と
し
て
建

て
た
の
が
番
屋
で
あ
る
。
道
内
に
残
る

番
屋
の
中
で
も
、
小
平
町
の
旧
花
田
家

番
屋
は
最
大
級
の
規
模
で
あ
り
、
ニ
シ

ン
番
屋
と
し
て
唯
一
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
ご
ろ
の
完

成
と
さ
れ
、
親
方
が
暮
ら
す
空
間
と
ヤ
ン

衆
た
ち
の
空
間
と
に
分
け
ら
れ
た
間
取

り
、
ヤ
ン
衆
た
ち
が
食
事
を
す
る
大
広
間

を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
た「
寝
台
」

な
ど
、
典
型
的
な
番
屋
の
構
造
が
顕
著
に

見
ら
れ
、
当
時
の
漁
家
の
繁
栄
ぶ
り
が

伺
え
る
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
「
ニ
シ
ン
御
殿
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
網
元
が
私
宅
と
し
て
建
て

た
豪
邸
を
指
し
、
番
屋
と
は
異
な
る
。

所在地／小平町鬼鹿広富35-2　
TEL.0164-57-1411　
営業時間／5～10月 9：30～17：00
　　　　　11～4月 10：00～16：00
定休日／月曜（6月第3月曜～8月第2月曜
　　　　は無休）、12月28日～1月15日　
入館料／大人400円、小中学生150円

T
E
L 

／
0
1
6
4

-

5
7

-

1
0
4
8

営
業
時
間
／
8
時
30
分
〜
18
時

定
休
日
／
元
日

所
在
地
／
留
萌
市
礼
受
町
　

T
E
L
／
0
1
6
4

-

4
2

-

0
4
3
5

　
　
　（
留
萌
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）　

通
常
は
外
観
の
み
見
学
可
能

所
在
地
／
増
毛
町
稲
葉
海
岸
町
53
　

T
E
L
／
0
1
6
4

-

5
3

-

1
0
5
0（
国
稀
酒
造
）　

営
業
時
間
／
10
時
〜
17
時

入
館
無
料
　
冬
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一
大
産
業
・
ニ
シ
ン
漁
の

現
場
を
今
に
伝
え
る
史
跡

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
ニ
シ
ン
漁
が
繁
栄
を
極
め
た
の
は
、

単
に
地
域
で
ニ
シ
ン
が
大
量
に
漁
獲
で

き
た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

当
時
、ニ
シ
ン
は
食
用
と
し
て
よ
り

も
主
に
綿
花
や
絹
糸
を
と
る
た
め
の
蚕

の
え
さ
の
桑
の
栽
培
な
ど
、農
作
物
生

産
の
た
め
の
肥
料
に
使
用
す
る
ニ
シ
ン

粕
と
し
て
の
需
要
が
大
半
を
占
め
て
い

た
。大
勢
の
労
働
力
を
雇
い
、大
量
の
ニ

シ
ン
を
水
揚
げ
後
、す
ぐ
に
巨
大
な
釜

で
煮
出
し
て
ニ
シ
ン
粕
を
製
造
。そ
し

て
北
前
船
な
ど
で
全
国
へ
運
ば
れ
て

い
っ
た
。ニ
シ
ン
漁
は
、当
時
の
北
海
道
経

済
を
支
え
る
一
大
産
業
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
北
海
道
日
本
海
沿
岸
地

域
に
お
け
る
ニ
シ
ン
漁
業
の
一
連
の
形

態
が
理
解
で
き
る
貴
重
な
史
跡
が
、
留

萌
市
礼
受
の
海
岸
に
残
る
旧
留
萌
佐
賀

家
漁
場
で
あ
る
。
母
屋
（
番
屋
）、
ト

タ
倉
（
製
品
保
管
庫
）、
船
倉
、
網
倉
、

ロ
ー
カ
（
ニ
シ
ン
の
一
時
保
管
庫
）、

稲
荷
社
が
現
存
し
、
ま
た
前
浜
に
は
ニ

シ
ン
粕
製
造
の
釜
場
や
船
着
場
の
跡
も

見
ら
れ
、
往
時
の
漁
場
景
観
が
良
好
な

形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ト
タ
倉
や
母

屋
に
保
存
さ
れ
て
い
た
3
5
0
0
点
を

超
え
る
漁
労
具
や
文
書
も
大
変
貴
重
な

も
の
で
あ
り
、
国
指
定
史
跡
、
ま
た
経

済
産
業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

能
登
国
か
ら
松
前
に
入
り
商
人
と
な
っ

た
村
山
傳
兵
衛
が
、
留
萌
や
増
毛
に
場
所

請
負
人
と
し
て
漁
場
を
開
設
し
た
の
が
寛

延
3（
1
7
5
0
）
年
。
以
来
、
留
萌
や

増
毛
は
ニ
シ
ン
の
好
漁
場
「
千
石
場
所
」

と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
特
に
増
毛
は

道
内
有
数
の
漁
場
と
し
て
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
る
も
い
地
域
の
商
業
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
。

現
在
も
続
く
旧
商
家
丸
一
本
間
家
（
P

25
参
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）
も
、
そ
ん
な
時
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に
増
毛
で
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を
成
し
た
商
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
在

も
「
国
稀
酒
造
」
と
し
て
続
く
酒
造
業
や
、

旧
商
家
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一
本
間
家
が
営
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だ
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漁
の
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上／堂々とした造りの外観。旧商
家丸一本間家からやや海側に建っ
ている。
左／館内に展示されている船は、
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向

か
ら
道
道
94
号
へ
左
折
し
す
ぐ
に
あ
る
、

2
階
建
て
の
赤
い
屋
根
が
特
徴
の
番
屋
。

明
治
中
期
の
築
で
、
母
屋
が
現
在
も
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
を
。

　
別
苅
漁
港
か
ら
徒
歩
約
15
分
、
沿
岸
バ

ス
「
別
苅
」
バ
ス
停
か
ら
す
ぐ
の
場
所
に

現
存
す
る
番
屋
。昭
和
６
（
1
9
3
1
）年

に
建
て
ら
れ
、
現
在
は
留
萌
市
の
井
原
水

産
が
所
有
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

　
増
毛
町
雄
冬
市
街
地
の
石
狩
市
浜
益

と
の
境
に
あ
り
、
現
在
は
改
装
さ
れ
て
雄

冬
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
増
毛
消
防

団
第
五
分
団
の
建
物
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

外
観
の
み
見
学
可
能
。

44
旧
石
田
家
番
屋

増
毛
町
阿
分

46
旧
伊
達
家
第
二
番
屋

増
毛
町
別
苅

47
旧
高
橋
家
番
屋

増
毛
町
雄
冬
43-

1
旧高橋家番屋を改装した雄冬生活改
善センターの外観。下階が消防団の
車庫になっているのが面白い。

旧花田家番屋（小平町）40

旧花田家番屋内部（小平町）40

旧花田家番屋内部（小平町）40

旧留萌佐賀家漁場（留萌市）41

釜場跡漁労具一式

千石蔵内部

千石蔵（増毛町）45

旧高橋家番屋（増毛町）47

国 …国指定文化財・史跡

国

国

呉
服
、
雑
貨
商
な
ど
多
角
経
営
し
て
い
た

本
間
家
は
ニ
シ
ン
漁
も
営
ん
で
お
り
、
そ

の
時
代
に
使
用
し
て
い
た
倉
庫
が
、
こ
の

千
石
蔵
だ
。

　
か
つ
て
は
増
毛
港
に
あ
り
、
漁
具
の
保

管
に
使
わ
れ
て
い
た
が
大
正
時
代
の
港
拡

幅
に
伴
い
現
在
地
に
移
転
。
現
在
は
夏
季

の
み
無
料
開
放
さ
れ
、
内
部
に
は
ニ
シ
ン

船
や
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
漁
具
な
ど
を

展
示
。
コ
ー
ヒ
ー
等
の
販
売
の
ほ
か
、
広

い
空
間
を
生
か
し
て
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な

ど
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。



所在地／小平町達布

期間／4 月下旬～11月下旬の毎日
所要時間／約 2 時間　人数／1台につき 3 名まで
連絡先／沿岸ハイヤー　TEL.0164-62-1551
HP／ http://www.engan-bus.co.jp/

株式会社沿岸ハイヤーでは、羽幌炭砿跡
を巡るガイド付きのツアーを実施してい
る。ドライバー兼ガイドが羽幌町の歴史や
炭砿にまつわるエピソードを交えて案内し
てくれる。1名からでも対応可能で、事前に
電話での完全予約制。

北海道人造石油研究所棟（留萌市）


〜

問
い
合
せ
先

0
1
6
4-
6
2-

6
6
6
6（
羽
幌
町
観
光
協
会
）

0
1
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4-
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1
9（
羽
幌
町
郷
土
資
料
館
）

る
も
い
地
域 

歴
史
旅

炭
鉱
遺
産
ル
ー
ト

留萌市、小平町、羽幌町、空知の沼田町にまたがる留萌炭田。羽幌炭砿を筆頭に大
和田炭鉱、天塩炭礦、豊平炭鉱など大規模な炭鉱が高品質な石炭を産出し、隆盛を
誇っていた。今は山間にひっそりと佇むその遺構を訪れる。

炭鉱
遺産
ルート

R u m o i  A r e a

J o u r n e yH i s t o r y

管
内
唯
一
の
現
役
炭
鉱

吉
住
炭
鉱

小
平
町
達
布
か
ら
北
空
知
の
沼

田
町
へ
抜
け
る
道
道
8
6
7
号
の

道
沿
い
に
、
現
在
も
稼
動
中
の
管

内
唯
一
の
露
頭
掘
り
炭
鉱
、
吉
住

炭
鉱
が
あ
る
。
一
般
の
立
ち
入
り

や
見
学
は
不
可
だ
が
、
留
萌
炭
田

の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
貴
重
な
存
在

と
言
え
よ
う
。

羽幌炭砿跡を巡るツアー

太陽小学校跡（羽幌町）

曙小学校跡（羽幌町）

54

終戦直後には留萌水産工業株式会社の施設
として利用されたこともある。
TEL.0164-42-2655（自衛隊留萌駐屯地）　
通常は敷地外より外観のみ見学可能。駐屯地
見学希望は自衛隊留萌駐屯地へ要問い合せ。

3

6

8

旧裁判所を改築し、平成元（1989）年開館。町内で発掘された約1700点に及
ぶ化石の展示や、ニシン漁の時代のほか、特に羽幌の発展に大きく貢献した
羽幌炭鉱に関する資料が豊富に揃っている。
所在地／羽幌町南町 20-1　TEL.0164-62-4519　
開館期間／ 5 ～ 10 月　開館時間／ 10:00 ～ 16:00　休館日／月曜

（祝日の場合開館、翌日休み）　入館料／大人 210 円、高校生以下無料

旧豊岬中学校の校舎内に設置されたスペースに、昭和50年代から集められてきた
鉄道や漁業、林業などに関する様 な々資料が展示されている。お盆期間を除き常時
開館ではないので、見学希望は問い合せを。

所在地／初山別村豊岬 182　TEL.0164-67-2136（初山別村教育委員会）
開館期間／お盆期間のみ（期間外の見学希望は要問い合せ）
開館時間／ 10:00 ～ 17:00　入館無料

昭和57（1982）年に閉校した旧丸松小学校の校舎を改修した資料館で、昭和12
（1937）年築の木造平屋校舎そのものが貴重。開拓の歴史を伝える展示や旧国鉄
羽幌線の開通からの歴史を紹介する資料が豊富。

所在地／遠別町丸松 163　問い合せ先／ 01632-7-2353（遠別町教育委員会）　
開館期間／ 5 ～ 10 月　開館時間／ 10:00 ～ 17:00　入館無料
※職員が常駐していないので、見学希望は希望日の 3 日前までに要申し込み

旧役場庁舎として使用されていた建物は、重厚な赤レンガ造りの外観が目を引く。
天塩川を探検した松浦武四郎に関する資料や、町内で発掘された、世界的に希少な

「テシオコククジラ」の化石が展示されている。

天塩川歴史資料館

所在地／天塩町新栄通 6 丁目　TEL.01632-2-2071　
開館期間／ 5 ～ 10 月　　開館時間／ 10:00 ～ 17:00（最終入館 16:00）　
休館日／月曜　入館料／大人 200 円、高校生以下無料

増毛で北方警備の任についた秋田藩の陣屋跡に建ち、館内には当時の陣屋の建物
を再現。増毛の侍文化を今に伝える豊富な資料が美しく展示されている。資料展示
室では鎧兜の試着もできる。

所在地／増毛町永寿町 4 丁目 49　TEL.0164-53-3522
開館時間／ 9:00 ～ 17:00　休館日／木曜（祝日の場合開館、前日休み）　
入館料／大人 400 円、高校生 300 円、小中学生 200 円

黄金岬を見下ろす高台に建つ施設の1階にある、留萌市の歴史資料展示室。留萌と
日本海の関係や、化石、海洋生物、アイヌ文化、縄文文化遺跡、北前船やニシン漁関
係など資料が充実している。

所在地／留萌市大町 2 丁目　TEL.0164-43-6677　
開館期間／4 月下旬～ 10 月下旬　開館時間／ 9:00 ～ 18:00　
休館日／開館期間中はなし　入館無料

道の駅の2階にある郷土の歴史を展示するホール。「三船殉難事件」で沈んだ
船から引き上げた遺留品なども展示。

所在地／小平町鬼鹿広富　TEL.0164-56-1828　
開館時間／ 9:00 ～ 18:00（12 ～翌年 3 月は 10:00 ～ 17:00）　
休館日／年末年始　入館無料

国道232号から「古代ロマンロード」に入って直進した先にある、旧苫前町役場庁舎
を利用した資料館。幻の巨熊と言われた「北海太郎」の剝製が迫力満点のポーズで来
館者を出迎えてくれる。

苫前町郷土資料館

所在地／苫前町苫前 393-1421 TEL.0164-64-2954　開館期間／ 5 ～ 10 月 開館時間／ 10:00 ～ 17:00　
休館日／月曜（祝日の場合開館、翌日休み。夏休み期間中は無休）　
入館料／（町内在住）大人 100 円、小中学生 50 円（町外在住）大人 300 円、小中学生 100 円

※このページの番号は、23ページ「歴史MAP」の「歴史に触れるルート」に含めています。
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　明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
に
「
メ
ン
コ

炭
山
」
と
し
て
開
坑
し
、
後
に
実
業
家
の

大
和
田
壮
七
が
経
営
に
乗
り
出
し
た
大
和

田
炭
鉱
。
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
に
閉

山
し
た
が
、
大
和
田
神
社
の
裏
手
に
密
閉

さ
れ
た
坑
口
な
ど
が
残
る
。

　明
治
〜
大
正
に
か
け
て
「
幻
の
総
合
商

社
」
と
言
わ
れ
た
鈴
木
商
店
の
大
番
頭
、

金
子
直
吉
が
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
に

開
発
し
た
羽
幌
炭
砿
。
貯
炭
場
や
炭
砿
住

宅
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
跡
が
現
地
に
残
る

ほ
か
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
5
丁
目
に
は

羽
幌
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
の
本
社
ビ
ル
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た「
大
五
ビ
ル
」が
現
存
。

　鈴
木
商
店
の
後
継
会
社
・
太
陽
曹
達（
現
・

太
陽
鉱
工
）
の
名
に
由
来
。
現
存
の
校
舎

は
昭
和
41
（
1
9
6
6
）
年
に
完
成
。

　も
と
は
昭
和
37
（
1
9
6
2
）
年
完
成
の

太
陽
高
校
の
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
46

（
1
9
7
1
）
年
の
閉
校
後
に
曙
小
学
校
が

移
転
。
平
成
2（
1
9
9
0
）年
に
閉
校
し
た
。

　昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
に
開
坑
し

た
羽
幌
本
坑
の
心
臓
部
と
し
て
昭
和
39

（
1
9
6
4
）
年
に
完
成
。
昭
和
45

（
1
9
7
0
）
年
の
閉
山
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
。
羽
幌
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
の
社

章
が
今
も
は
っ
き
り
と
残
る
。

　昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
開
坑
の
二
坑
（
上

羽
幌
坑
）
か
ら
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
索
道
で

羽
幌
本
坑
へ
運
搬
さ
れ
た
。
索
道
貯
炭
場
は

採
取
さ
れ
た
石
炭
を
貯
め
て
い
た
場
所
。

　　北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
（
北
炭
）

が
昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年
に
開
発
を

開
始
し
た
天
塩
炭
礦
達
布
坑
。
達
布
地

区
の
道
道
1
2
6
号
沿
い
に
、
昭
和
42

（
1
9
6
7
）
年
の
閉
山
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
ホ
ッ
パ
ー
（
貯
炭
場
）
跡
が
残
る
。
炭

鉱
の
開
発
と
同
時
に
留
萠
〜
達
布
間
に
敷

か
れ
た
天
塩
炭
礦
鉄
道
は
、
現
在
の
「
て

ん
て
つ
バ
ス
」
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
。

　北
海
道
の
豊
富
な
石
炭
か
ら
人
造
石
油

を
合
成
す
る
目
的
で
、
北
炭
が
中
心
と

な
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
策
会
社
「
北
海
道

人
造
石
油
株
式
会
社
」（
通
称
：
人
石
）

の
留
萌
研
究
所
と
し
て
昭
和
15

（
1
9
4
0
）
年
に
完
成
し
た
建
物
。
現

在
は
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
の
本
部
棟
と
し

て
利
用
さ
れ
、
駐
屯
地
見
学
を
申
し
込
め

ば
内
覧
が
可
能
だ
。

48
築
別
坑
貯
炭
場（
ホ
ッ
パ
ー
）跡

羽
幌
町
築
別
炭
砿

51
羽
幌
本
坑
運
搬
立
坑
跡

羽
幌
町
羽
幌
炭
砿

52
上
羽
幌
坑
索
道
貯
炭
場
跡

羽
幌
町
羽
幌
炭
砿

49
太
陽
小
学
校
跡

羽
幌
町
築
別
炭
砿
11

50
曙
小
学
校
跡

羽
幌
町
曙

53
天
塩
炭
礦
ホ
ッ
パ
ー
跡

小
平
町
達
布

55
北
海
道
人
造
石
油

研
究
所
棟

留
萌
市
緑
ヶ
丘
町
1
丁
目
6

56
大
和
田
炭
鉱
跡

留
萌
市
大
和
田

るもい地域のまちには郷土資料館や郷土の文化・資料を展示する施設がある。
近隣も含め、それぞれ特色ある建物や展示の豊富さなど特徴があるので、是非とも訪れてほしい。

遠別町郷土資料館

羽幌町郷土資料館

初山別村簡易郷土資料館

元陣屋（総合交流促進施設）

海のふるさと館（常設展示室）

道の駅おびら鰊番屋 歴史文化保存展示ホール

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

増毛町

留萌市

小平町

苫前町

13

13

50

51

52

48

49

曙小中学校
跡

築別坑貯炭場
（ホッパー）跡

羽幌本坑
運搬立坑跡

上羽幌坑索道貯炭場跡

羽幌バスターミナル
（旧国鉄羽幌線羽幌駅）羽幌町郷土資料館

太陽小学校跡

※羽幌炭砿エリアの施設・遺構等は、老巧化に伴い建物内部、足場、及び外壁等も崩れやすく大変危険です。　安全確保の為、大半の施設・遺構への入場はおやめ下さい。
尚、探訪の際に事故や獣害等に遭われたとしても、一切の責任は負いかねますので、ご承知おき下さい。

築別坑貯炭場
　（ホッパー）跡（羽幌町）

羽幌本坑運搬立坑跡
（羽幌町）

51

天塩炭礦ホッパー跡
（小平町）

53

吉住炭鉱（小平町）54

自

自

…各自治体指定文化財・史跡

所在地／小平町達布

期間／4 月下旬～11月下旬の毎日
所要時間／約 2 時間　人数／1台につき 3 名まで
連絡先／沿岸ハイヤー　TEL.0164-62-1551
HP／ http://www.engan-bus.co.jp/

株式会社沿岸ハイヤーでは、羽幌炭砿跡
を巡るガイド付きのツアーを実施してい
る。ドライバー兼ガイドが羽幌町の歴史や
炭砿にまつわるエピソードを交えて案内し
てくれる。1名からでも対応可能で、事前に
電話での完全予約制。

北海道人造石油研究所棟（留萌市）
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炭
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遺
産
ル
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ト

留萌市、小平町、羽幌町、空知の沼田町にまたがる留萌炭田。羽幌炭砿を筆頭に大
和田炭鉱、天塩炭礦、豊平炭鉱など大規模な炭鉱が高品質な石炭を産出し、隆盛を
誇っていた。今は山間にひっそりと佇むその遺構を訪れる。
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沿
い
に
、
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在
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稼
動
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唯
一
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露
頭
掘
り
炭
鉱
、
吉
住

炭
鉱
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あ
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一
般
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立
ち
入
り

や
見
学
は
不
可
だ
が
、
留
萌
炭
田

の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
貴
重
な
存
在

と
言
え
よ
う
。

羽幌炭砿跡を巡るツアー

太陽小学校跡（羽幌町）

曙小学校跡（羽幌町）

54

終戦直後には留萌水産工業株式会社の施設
として利用されたこともある。
TEL.0164-42-2655（自衛隊留萌駐屯地）　
通常は敷地外より外観のみ見学可能。駐屯地
見学希望は自衛隊留萌駐屯地へ要問い合せ。

3

6

8

旧裁判所を改築し、平成元（1989）年開館。町内で発掘された約1700点に及
ぶ化石の展示や、ニシン漁の時代のほか、特に羽幌の発展に大きく貢献した
羽幌炭鉱に関する資料が豊富に揃っている。
所在地／羽幌町南町 20-1　TEL.0164-62-4519　
開館期間／ 5 ～ 10 月　開館時間／ 10:00 ～ 16:00　休館日／月曜

（祝日の場合開館、翌日休み）　入館料／大人 210 円、高校生以下無料

旧豊岬中学校の校舎内に設置されたスペースに、昭和50年代から集められてきた
鉄道や漁業、林業などに関する様 な々資料が展示されている。お盆期間を除き常時
開館ではないので、見学希望は問い合せを。

所在地／初山別村豊岬 182　TEL.0164-67-2136（初山別村教育委員会）
開館期間／お盆期間のみ（期間外の見学希望は要問い合せ）
開館時間／ 10:00 ～ 17:00　入館無料

昭和57（1982）年に閉校した旧丸松小学校の校舎を改修した資料館で、昭和12
（1937）年築の木造平屋校舎そのものが貴重。開拓の歴史を伝える展示や旧国鉄
羽幌線の開通からの歴史を紹介する資料が豊富。

所在地／遠別町丸松 163　問い合せ先／ 01632-7-2353（遠別町教育委員会）　
開館期間／ 5 ～ 10 月　開館時間／ 10:00 ～ 17:00　入館無料
※職員が常駐していないので、見学希望は希望日の 3 日前までに要申し込み

旧役場庁舎として使用されていた建物は、重厚な赤レンガ造りの外観が目を引く。
天塩川を探検した松浦武四郎に関する資料や、町内で発掘された、世界的に希少な

「テシオコククジラ」の化石が展示されている。

天塩川歴史資料館

所在地／天塩町新栄通 6 丁目　TEL.01632-2-2071　
開館期間／ 5 ～ 10 月　　開館時間／ 10:00 ～ 17:00（最終入館 16:00）　
休館日／月曜　入館料／大人 200 円、高校生以下無料

増毛で北方警備の任についた秋田藩の陣屋跡に建ち、館内には当時の陣屋の建物
を再現。増毛の侍文化を今に伝える豊富な資料が美しく展示されている。資料展示
室では鎧兜の試着もできる。

所在地／増毛町永寿町 4 丁目 49　TEL.0164-53-3522
開館時間／ 9:00 ～ 17:00　休館日／木曜（祝日の場合開館、前日休み）　
入館料／大人 400 円、高校生 300 円、小中学生 200 円

黄金岬を見下ろす高台に建つ施設の1階にある、留萌市の歴史資料展示室。留萌と
日本海の関係や、化石、海洋生物、アイヌ文化、縄文文化遺跡、北前船やニシン漁関
係など資料が充実している。

所在地／留萌市大町 2 丁目　TEL.0164-43-6677　
開館期間／4 月下旬～ 10 月下旬　開館時間／ 9:00 ～ 18:00　
休館日／開館期間中はなし　入館無料

道の駅の2階にある郷土の歴史を展示するホール。「三船殉難事件」で沈んだ
船から引き上げた遺留品なども展示。

所在地／小平町鬼鹿広富　TEL.0164-56-1828　
開館時間／ 9:00 ～ 18:00（12 ～翌年 3 月は 10:00 ～ 17:00）　
休館日／年末年始　入館無料

国道232号から「古代ロマンロード」に入って直進した先にある、旧苫前町役場庁舎
を利用した資料館。幻の巨熊と言われた「北海太郎」の剝製が迫力満点のポーズで来
館者を出迎えてくれる。

苫前町郷土資料館

所在地／苫前町苫前 393-1421 TEL.0164-64-2954　開館期間／ 5 ～ 10 月 開館時間／ 10:00 ～ 17:00　
休館日／月曜（祝日の場合開館、翌日休み。夏休み期間中は無休）　
入館料／（町内在住）大人 100 円、小中学生 50 円（町外在住）大人 300 円、小中学生 100 円

※このページの番号は、23ページ「歴史MAP」の「歴史に触れるルート」に含めています。

15

19

21

28

　明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
に
「
メ
ン
コ

炭
山
」
と
し
て
開
坑
し
、
後
に
実
業
家
の

大
和
田
壮
七
が
経
営
に
乗
り
出
し
た
大
和

田
炭
鉱
。
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
に
閉

山
し
た
が
、
大
和
田
神
社
の
裏
手
に
密
閉

さ
れ
た
坑
口
な
ど
が
残
る
。

　明
治
〜
大
正
に
か
け
て
「
幻
の
総
合
商

社
」
と
言
わ
れ
た
鈴
木
商
店
の
大
番
頭
、

金
子
直
吉
が
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
に

開
発
し
た
羽
幌
炭
砿
。
貯
炭
場
や
炭
砿
住

宅
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
跡
が
現
地
に
残
る

ほ
か
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
5
丁
目
に
は

羽
幌
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
の
本
社
ビ
ル
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た「
大
五
ビ
ル
」が
現
存
。

　鈴
木
商
店
の
後
継
会
社
・
太
陽
曹
達（
現
・

太
陽
鉱
工
）
の
名
に
由
来
。
現
存
の
校
舎

は
昭
和
41
（
1
9
6
6
）
年
に
完
成
。

　も
と
は
昭
和
37
（
1
9
6
2
）
年
完
成
の

太
陽
高
校
の
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
46

（
1
9
7
1
）
年
の
閉
校
後
に
曙
小
学
校
が

移
転
。
平
成
2（
1
9
9
0
）年
に
閉
校
し
た
。

　昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
に
開
坑
し

た
羽
幌
本
坑
の
心
臓
部
と
し
て
昭
和
39

（
1
9
6
4
）
年
に
完
成
。
昭
和
45

（
1
9
7
0
）
年
の
閉
山
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
。
羽
幌
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
の
社

章
が
今
も
は
っ
き
り
と
残
る
。

　昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
開
坑
の
二
坑
（
上

羽
幌
坑
）
か
ら
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
索
道
で

羽
幌
本
坑
へ
運
搬
さ
れ
た
。
索
道
貯
炭
場
は

採
取
さ
れ
た
石
炭
を
貯
め
て
い
た
場
所
。

　　北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
（
北
炭
）

が
昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年
に
開
発
を

開
始
し
た
天
塩
炭
礦
達
布
坑
。
達
布
地

区
の
道
道
1
2
6
号
沿
い
に
、
昭
和
42

（
1
9
6
7
）
年
の
閉
山
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
ホ
ッ
パ
ー
（
貯
炭
場
）
跡
が
残
る
。
炭

鉱
の
開
発
と
同
時
に
留
萠
〜
達
布
間
に
敷

か
れ
た
天
塩
炭
礦
鉄
道
は
、
現
在
の
「
て

ん
て
つ
バ
ス
」
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
。

　北
海
道
の
豊
富
な
石
炭
か
ら
人
造
石
油

を
合
成
す
る
目
的
で
、
北
炭
が
中
心
と

な
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
策
会
社
「
北
海
道

人
造
石
油
株
式
会
社
」（
通
称
：
人
石
）

の
留
萌
研
究
所
と
し
て
昭
和
15

（
1
9
4
0
）
年
に
完
成
し
た
建
物
。
現

在
は
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
の
本
部
棟
と
し

て
利
用
さ
れ
、
駐
屯
地
見
学
を
申
し
込
め

ば
内
覧
が
可
能
だ
。
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北
海
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石
油

研
究
所
棟

留
萌
市
緑
ヶ
丘
町
1
丁
目
6

56
大
和
田
炭
鉱
跡

留
萌
市
大
和
田

るもい地域のまちには郷土資料館や郷土の文化・資料を展示する施設がある。
近隣も含め、それぞれ特色ある建物や展示の豊富さなど特徴があるので、是非とも訪れてほしい。

遠別町郷土資料館

羽幌町郷土資料館

初山別村簡易郷土資料館

元陣屋（総合交流促進施設）

海のふるさと館（常設展示室）

道の駅おびら鰊番屋 歴史文化保存展示ホール

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

増毛町

留萌市

小平町

苫前町

13

13

50

51

52

48

49

曙小中学校
跡

築別坑貯炭場
（ホッパー）跡

羽幌本坑
運搬立坑跡

上羽幌坑索道貯炭場跡

羽幌バスターミナル
（旧国鉄羽幌線羽幌駅）羽幌町郷土資料館

太陽小学校跡

※羽幌炭砿エリアの施設・遺構等は、老巧化に伴い建物内部、足場、及び外壁等も崩れやすく大変危険です。　安全確保の為、大半の施設・遺構への入場はおやめ下さい。
尚、探訪の際に事故や獣害等に遭われたとしても、一切の責任は負いかねますので、ご承知おき下さい。

築別坑貯炭場
　（ホッパー）跡（羽幌町）

羽幌本坑運搬立坑跡
（羽幌町）
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天塩炭礦ホッパー跡
（小平町）

53

吉住炭鉱（小平町）54

自

自

…各自治体指定文化財・史跡


